
文
蓉
櫨
S
あ
る
も
の
是
な
り
。

（
1
7
）
皇
天
後
記
、
虚
字
後
に
作
、
原
書
此
の
如
し
。

南
北
合
騰
條
件
に
つ
き
て文
學
博
士
三
浦

周
　
行

圏
　
合
禮
の
名
霧

　
元
中
九
年
（
北
朝
の
明
徳
三
年
）
に
成
立
し
た
南
北
朝
の

合
一
は
國
史
上
の
重
大
な
る
事
實
で
あ
る
が
、
當
時
若
し

く
は
當
時
を
去
る
こ
ご
鯨
b
遠
か
ら
ざ
る
時
の
北
朝
側
の

記
録
に
は
煽
普
通
、
南
方
御
和
睦
（
績
朝
寒
正
統
記
）
南
帝

御
早
急
（
鎌
倉
大
日
記
）
南
朝
御
和
睦
（
慮
永
記
）
な
ご
、
主

ε
し
て
南
朝
に
係
け
て
居
り
、
間
々
南
北
御
合
膿
（
大
乗

院
日
記
目
録
・
武
家
年
代
記
裏
書
）
爾
朝
一
統
（
亭
々
記
）
な

ご
、
雨
朝
に
係
け
、
又
君
臣
御
合
膿
（
後
鑑
に
引
い
て
居

る
義
戦
將
軍
記
・
績
明
徳
記
）
ご
南
朝
の
後
竈
山
天
皇
ご
足

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
南
北
合
櫨
條
魯
に
就
き
て

利
義
満
ご
に
係
け
π
も
の
も
あ
る
。
元
來
南
朝
こ
い
ふ
の

は
吉
野
の
朝
廷
が
京
都
よ
り
南
に
回
る
が
爲
め
、
北
朝
側

か
ら
普
湿
、
南
方
若
し
く
は
南
山
ご
呼
ん
で
居
た
の
を
、

更
に
支
那
の
南
北
朝
に
擬
し
て
南
朝
こ
も
い
ひ
、
そ
れ
に

聡
し
て
京
都
の
朝
廷
を
北
朝
ご
申
し
た
も
の
で
あ
る
。
併

し
所
謂
南
朝
も
北
朝
も
互
に
正
統
の
君
ご
信
じ
て
居
ら
れ

他
を
排
し
て
儒
朝
ε
い
ひ
、
聖
主
こ
い
は
れ
て
居
陀
程
で

あ
る
か
ら
、
も
ε
よ
り
み
つ
か
ら
南
朝
ご
か
北
朝
ε
か
申

さ
る
べ
き
筈
は
な
く
、
當
時
他
の
贈
る
霧
島
を
用
み
る
も

の
に
絶
し
て
も
、
必
ず
不
快
の
戚
を
懐
か
れ
た
こ
ご
で
あ

ら
う
○
加
之
表
面
こ
そ
南
朝
の
御
岳
孚
の
形
勢
こ
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
七
　
（
五
七
）



　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
南
北
合
撒
際
件
に
就
壷
て

居
淀
け
れ
こ
も
、
北
朝
は
只
武
家
た
る
足
利
民
が
朝
敵
の

濡
名
を
免
れ
ん
が
黒
め
に
、
こ
れ
を
擁
立
し
た
迄
で
あ
る

か
ら
、
其
實
、
公
家
ざ
武
家
こ
の
分
孚
で
あ
っ
た
。
此
見

地
か
ら
い
へ
ば
、
表
面
は
南
北
の
合
膣
で
あ
っ
て
も
、
實

は
公
武
の
合
腱
で
あ
っ
て
、
前
に
急
げ
た
多
く
の
唱
へ
方

の
中
で
は
．
、
君
臣
御
合
膿
ビ
あ
る
も
の
が
、
最
も
其
眞
相

を
捉
へ
て
居
る
ε
い
へ
や
う
。
次
ぎ
に
説
く
が
如
く
、
二

合
膿
は
從
來
屡
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
其
場
合
に
も

武
家
輿
昌
南
方
｝
奉
二
和
談
一
事
（
建
武
三
年
以
翼
賛
）
南
山
將
軍

御
合
膿
（
観
慮
二
年
日
次
記
）
な
ざ
、
明
白
に
書
い
た
記
録

が
あ
る
の
は
、
何
れ
も
こ
れ
を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
合
膿
の
歴
史

　
私
は
今
南
北
の
乱
騰
を
説
く
前
に
、
一
曹
順
序
こ
し
て

其
由
家
に
遡
っ
て
見
た
い
。
南
北
の
合
点
は
元
中
九
年
前

に
も
屡
試
み
ら
れ
た
事
實
が
あ
る
。
今
其
目
ぼ
し
い
も
の

を
暴
げ
て
見
る
ご
、
遺
に
後
醍
醐
天
皇
の
朝
に
は
其
事
が

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　

五
入
（
五
入
）

な
い
が
、
後
村
上
天
皇
の
朝
に
至
っ
て
．
正
李
三
年
に
四

條
畷
の
戦
が
北
軍
の
大
捷
に
訂
し
た
後
、
高
師
直
等
は
大

言
し
て
吉
野
を
侵
さ
ん
ご
す
る
勢
を
示
し
て
其
軍
大
和
國

三
田
庄
に
留
っ
た
居
だ
頃
、
西
大
寺
の
長
老
が
聞
に
居
っ

て
和
睦
を
護
る
ε
聞
こ
え
、
疎
石
へ
夢
窓
）
も
こ
れ
に
關
係

が
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。
（
園
太
唇
貞
和
四
年
正
月
二
十
窺

條
）
彼
等
は
何
れ
も
幕
府
の
意
を
承
け
た
も
の
で
あ
ら
う
。

併
し
賭
事
は
途
に
不
成
立
こ
な
っ
た
か
ら
、
師
直
等
は
吉

野
に
攻
め
入
b
、
天
皇
に
は
皇
居
に
火
を
放
っ
て
紀
伊
に

御
潜
幸
に
成
っ
た
。

　
正
李
五
年
（
北
朝
の
親
癒
元
年
）
に
足
利
直
…
義
は
師
直
ご

の
不
和
か
ら
失
脚
し
て
南
朝
に
露
回
し
た
が
、
其
璽
年
二

月
彼
れ
は
長
井
・
問
注
所
の
雨
使
を
吉
野
に
上
っ
て
、
和
睦

篇
目
数
箇
條
（
講
和
の
條
件
を
書
い
た
文
書
で
、
後
こ
れ

に
覆
し
て
賜
は
つ
た
菊
朝
の
勅
書
に
は
三
箇
條
の
篇
目
ざ

見
え
る
が
そ
れ
で
あ
る
）
を
奏
聞
に
達
し
た
。
こ
れ
に
樹

し
て
、
南
朝
で
は
楠
木
正
儀
の
使
者
を
京
都
に
遣
し
て
勅



，

書
を
直
義
に
傳
へ
さ
せ
ら
れ
て
居
る
。
　
（
親
態
二
年
日
次

記
・
吊
忍
暦
）
當
時
も
こ
れ
に
關
係
し
元
か
ご
思
は
る
、
疎

石
が
、
洞
院
公
賢
に
物
語
つ
た
ε
こ
ろ
に
糠
る
ご
、
直
義

よ
り
は
皇
位
繊
承
の
問
題
に
面
し
て
は
物
恣
に
託
し
て
御

意
答
申
上
ぐ
る
こ
ご
を
避
け
、
只
管
御
出
京
あ
ら
ん
こ
ご

を
望
ん
だ
に
過
ぎ
な
か
つ
π
や
う
で
あ
る
。
四
月
二
十
七

日
、
直
義
は
事
書
を
南
朝
に
…
進
め
だ
が
、
五
月
に
正
儀
の

爾
使
が
上
京
し
て
、
北
畠
親
房
等
の
強
硬
な
る
反
封
の
悔

め
に
奏
達
す
る
こ
ご
が
出
來
澱
こ
い
っ
て
直
義
の
事
書
を

返
し
た
○
直
義
の
露
順
を
取
持
つ
た
こ
思
は
る
、
正
儀
は

此
交
渉
に
つ
い
て
も
、
斡
旋
の
勢
を
執
っ
た
ご
見
え
る
◎

是
時
彼
れ
は
斯
る
成
行
こ
な
っ
た
こ
ビ
を
深
く
遺
憾
ビ
し

て
、
幕
府
に
し
て
削
り
攻
め
ば
、
自
身
内
癒
せ
ん
ご
申
逡

つ
た
定
い
は
れ
る
。
（
隔
概
磨
二
年
臼
次
記
・
園
太
…
暦
）
彼
れ

は
主
義
ε
し
て
南
北
合
膿
の
成
立
を
望
ん
で
居
た
と
推
定

す
べ
き
理
由
が
あ
り
、
後
に
】
時
武
家
に
走
っ
て
南
朝
に

射
向
つ
た
事
實
も
あ
る
け
れ
こ
も
、
當
時
果
し
て
附
言
を

　
　
　
麓
ザ
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
南
北
含
撚
條
件
に
就
き
て

な
し
た
か
ざ
う
か
は
確
か
で
な
い
。
是
縛
吉
野
か
ら
直
義

に
賜
つ
だ
勅
書
ε
直
義
の
事
書
ご
は
何
れ
も
吉
野
事
書
案

に
載
っ
て
居
る
Q

　
講
和
の
不
成
立
は
直
義
を
孤
立
無
援
の
地
位
に
旧
く
こ

ご
、
な
っ
て
、
再
び
彼
れ
が
失
脚
の
因
こ
な
つ
だ
。
愈
民

は
此
機
を
逸
せ
す
束
國
に
彼
れ
を
窮
追
せ
ん
凄
め
、
京
都

を
出
毒
す
る
に
當
っ
て
、
病
中
の
法
勝
寺
恵
鎭
上
人
を
強

ひ
て
超
だ
せ
て
吉
野
に
赴
い
て
、
露
順
を
請
は
せ
た
け
れ

こ
も
、
不
成
功
に
贈
る
ε
見
る
や
、
更
に
亦
赤
松
則
紡
を

以
て
懇
願
せ
し
め
た
Q
其
降
伏
的
條
件
は
途
に
南
朝
に
容

れ
ら
れ
、
十
月
忠
雲
僧
正
が
南
朝
の
勅
使
こ
し
て
入
京

し
、
奪
氏
義
詮
父
子
に
謝
し
て
書
函
の
旨
を
傳
へ
、
爾
人

は
公
武
の
叢
書
即
を
誓
う
た
。
（
園
風
下
）
彼
等
及
び
其
部
下

の
文
書
に
均
し
く
正
写
の
年
號
を
用
み
る
、
と
こ
な
）
、
北

朝
の
皇
位
が
自
然
溝
滅
に
賢
し
、
其
棘
器
（
儒
得
な
る
こ

ご
も
磁
歪
始
め
て
南
朝
よ
り
宣
言
さ
れ
た
）
を
予
め
ら

れ
、
尋
で
北
朝
の
三
上
皇
東
宮
を
南
方
に
迎
へ
取
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
九
　
（
五
九
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
南
北
会
燈
條
件
に
齪
き
て

の
も
皆
是
時
の
事
で
あ
る
。

　
南
朝
に
於
て
は
も
ご
よ
り
奪
氏
・
義
詮
の
露
順
が
、
一

時
の
樺
謀
に
出
で
た
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
知
ら
れ
て
居
だ

か
ら
、
表
面
こ
れ
を
静
さ
れ
乍
ら
、
裏
面
に
は
此
▼
機
會
を

以
て
武
家
の
勢
力
を
掃
蕩
さ
る
べ
き
周
副
な
る
方
略
を
泌

密
の
裡
に
廻
ら
さ
れ
つ
、
あ
っ
た
も
の
、
如
く
、
關
束
に

於
て
は
新
田
義
興
・
義
宗
等
の
宮
方
が
兵
を
上
野
に
起
し
、

仁
木
・
三
浦
・
無
名
等
の
直
義
方
も
こ
れ
に
感
じ
て
武
藏
に

打
入
り
、
同
時
に
信
濃
の
直
義
方
の
諏
訪
競
等
も
宗
良
親

王
に
屡
し
て
碓
氷
峠
を
越
え
、
新
田
勢
ご
合
し
て
鎌
倉
に

殉
ひ
、
陸
奥
傷
心
も
活
動
を
開
始
し
た
が
、
他
方
天
皇
は

加
型
名
生
か
ρ
b
焦
仕
門
口
・
‡
ハ
王
寺
・
ゴ
八
娠
鴨
へ
ご
次
慾
姫
に
御
進
山
山

遊
ば
さ
れ
、
北
畠
顯
能
は
兵
を
率
み
て
京
都
に
入
っ
た
。

斯
く
ご
見
て
義
詮
は
不
安
の
懸
り
、
一
面
、
兵
を
近
江
に

遣
し
勢
多
橋
を
渡
さ
せ
て
危
急
の
場
合
、
東
國
に
遁
る
、

用
意
を
な
し
、
他
面
、
最
初
か
ら
公
武
の
間
に
斡
旋
し
つ

、
あ
っ
た
塁
壁
上
人
を
行
在
に
遣
し
て
和
睦
を
取
結
ば
せ

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
　
山
ハ
○
　
　
（
山
ハ
○
）

た
ひ
是
時
新
補
地
頭
職
を
公
家
の
御
沙
汰
こ
す
る
代
り
に

本
補
地
頭
職
は
武
家
の
沙
汰
ε
す
る
こ
い
ふ
こ
ご
が
、
其

條
件
で
あ
っ
た
や
う
に
園
早
撃
に
は
見
え
る
け
れ
ざ
も
、

事
實
の
程
は
疑
は
し
い
。
筆
太
李
記
に
、
「
自
今
以
後
ハ
御

治
世
ノ
御
事
ト
、
國
衙
ノ
郷
保
井
二
本
家
領
家
年
來
進
止

ノ
地
二
才
テ
ハ
、
武
家
一
向
其
イ
ロ
ヒ
ヲ
止
ヘ
キ
ニ
ク
候
、

只
承
久
以
後
電
畜
ノ
率
法
拝
二
瀬
々
ノ
守
護
職
地
頭
御
家

入
ノ
所
帯
ヲ
武
家
ノ
成
敗
二
許
ナ
レ
テ
、
君
臣
和
睦
ノ
恩

惑
ヲ
施
ず
レ
候
ハ
、
武
臣
七
徳
ノ
干
割
ヲ
餓
ク
、
聖
主
萬

毛脚

m
撃
茎
ヲ
仰
奉
川
ヘ
シ
ト
頻
二
奏
聞
ヲ
郷
ヘ
ラ
レ
ヶ
ル
、
」

ご
あ
る
は
、
梢
委
曲
に
亙
っ
て
居
る
も
の
、
、
少
く
ご
も
本

補
ε
新
補
ビ
の
所
轄
が
前
者
ご
一
致
し
て
居
ら
ぬ
。
何
れ

に
し
て
も
、
武
家
ご
し
て
は
南
軍
の
鏡
鋒
を
避
け
る
爲
め

の
一
時
興
れ
の
出
鱈
目
こ
し
か
思
は
れ
な
い
こ
ご
は
太
準

記
に
も
明
記
し
て
居
る
如
く
で
あ
る
が
、
公
家
側
ε
て
も

和
意
の
な
か
っ
た
黙
は
亦
同
襟
で
あ
っ
た
。
太
田
記
に
は

公
家
側
は
一
時
義
詮
の
條
件
を
容
れ
ら
れ
た
や
う
に
書
い

9



て
居
る
け
れ
ざ
も
、
悪
鎭
の
言
に
堪
る
ご
、
延
期
に
託
つ

け
て
御
同
答
を
輿
へ
ら
れ
な
か
つ
元
の
が
事
實
ら
し
く
、

笠一

?
に
大
軍
を
一
進
め
ら
れ
た
爲
め
、
義
詮
は
近
江
に
出
奔

し
た
の
で
あ
る
。

　
其
後
正
心
十
四
年
（
北
朝
の
延
文
四
年
）
に
は
義
詮
が
束

國
の
兵
を
徴
し
て
南
方
を
侵
さ
ん
ご
し
だ
が
、
此
事
天
野

の
行
宮
に
聞
こ
え
て
、
天
皇
は
観
心
寺
に
避
け
ら
れ
、
南

朝
の
公
卿
の
中
怖
れ
を
な
し
て
降
を
講
ひ
下
洛
す
る
も
の

が
相
次
い
だ
。
す
る
と
其
璽
十
五
年
（
延
文
五
年
）
に
入
っ

て
か
ら
、
京
都
で
は
義
詮
の
陣
中
で
秘
密
裡
に
南
方
合
膿

の
議
が
行
は
れ
て
居
る
ご
傳
へ
ら
れ
元
が
、
愚
管
記
に
こ

れ
を
評
し
た
言
葉
が
面
白
い
。

　
此
事
槻
慮
以
來
度
々
錐
レ
有
一
一
其
沙
汰
ハ
毎
度
不
信
、
更
不

　
レ
可
二
事
行
「
錆
止
、
若
爲
昌
事
實
一
葦
、
天
下
錯
観
、
諸
家
衰

　
微
不
レ
熊
左
右
一
事
飲
，
莫
レ
言
々
々
、

此
風
説
の
鼻
糞
で
あ
っ
た
か
ご
う
か
は
詳
か
で
な
い
が
、

寄
手
が
公
家
側
の
將
士
に
興
し
て
誘
惑
の
魔
手
を
櫃
げ
つ

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
南
北
合
帯
條
件
に
就
き
て

、
あ
っ
た
の
は
薄
樺
で
あ
る
。

　
其
後
で
は
正
李
二
十
二
年
（
北
朝
貞
治
六
年
）
に
も
幕
府

は
佐
々
木
遅
疑
を
仲
介
こ
し
て
南
方
合
禮
の
議
を
進
め
、

其
璽
二
十
三
年
（
北
朝
懇
安
元
年
）
四
月
に
南
朝
か
ら
勅
使

葉
室
光
町
が
上
京
し
て
義
詮
ビ
會
見
し
た
。
然
る
に
其
給

旨
に
、
義
詮
の
降
墾
の
文
意
が
あ
っ
た
爲
め
、
彼
れ
の
激

怒
を
買
ひ
、
和
議
は
破
れ
て
滋
春
は
爲
め
に
不
首
尾
こ
な

り
義
詮
は
七
八
月
の
頃
を
以
て
吉
野
を
攻
め
ん
と
息
ま
く

に
至
っ
た
こ
い
ふ
が
、
歩
調
の
出
螢
に
當
っ
て
、
義
詮
は

馬
一
匹
に
大
刀
一
振
を
贈
り
、
六
月
に
正
儀
の
家
臣
が
入

京
し
て
義
詮
に
南
方
和
睦
の
事
を
謀
っ
て
居
）
、
　
（
師
守

記
）
七
月
に
は
飛
津
能
直
が
義
詮
の
使
節
こ
し
て
南
朝
に

赴
い
て
居
る
か
ら
、
和
議
は
繊
絶
し
て
居
た
に
相
違
な
い

。
け
れ
ご
も
、
途
に
成
立
を
見
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
南
朝

に
あ
っ
て
始
絡
合
膿
の
爲
め
に
斡
旋
し
つ
、
あ
っ
た
正
儀

の
失
脚
も
こ
れ
が
累
を
な
し
た
も
の
こ
醸
せ
ら
れ
る
。
然

る
に
武
家
側
に
於
て
彼
れ
を
援
け
て
南
朝
を
野
曝
～
さ
せ
た

　
　
　
　
　
　
　
第
　
｝
　
號
　
　
　
　
山
一
一
　
（
山
ハ
一
）



　
　
　
菓
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
南
北
合
掌
瞭
件
に
就
善
て

細
川
頼
之
の
目
的
が
紳
器
の
奉
還
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
中

津
が
彼
れ
の
雪
像
に
賛
し
て
「
智
能
擁
齢
幼
主
於
危
疑
醒
際
嚇

全
嵩
榊
器
於
分
書
欝
欝
」
云
々
こ
い
っ
て
、
榊
器
奉
還
の
功

を
彼
れ
に
露
し
て
居
る
の
で
も
知
れ
や
う
。

三
　
公
武
孟
張
の
懸
隔

　
差
担
公
家
ご
武
家
と
の
分
署
は
其
政
治
主
義
に
於
け
る

根
本
的
相
愛
に
基
い
て
居
π
。
こ
れ
を
具
膿
的
に
獲
表
し

た
交
書
は
吉
野
事
書
案
に
如
く
は
な
い
。
就
中
南
朝
の
勅

書
は
議
論
こ
い
ひ
、
文
章
ざ
い
ひ
、
南
朝
の
元
老
北
畠
親
房

卿
の
筆
に
成
っ
た
泣
掩
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
實
で
あ
る
か
ら

岡
卿
の
心
血
を
絞
っ
た
赫
皇
正
統
記
を
も
望
潮
す
べ
き
で

あ
る
。
當
時
の
記
録
に
鑑
れ
ば
、
初
め
、
直
義
は
三
箇
條
の

篇
闘
を
上
っ
た
が
、
貫
2
條
に
武
家
管
領
の
事
が
あ
っ
た
、

こ
れ
武
家
に
政
纏
の
御
委
任
を
望
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
残

除
の
二
箇
條
は
能
く
は
知
ら
れ
ぬ
け
れ
ざ
も
前
に
引
い
た

園
太
暦
の
文
中
の
薫
風
の
言
を
味
っ
て
児
る
ざ
其
一
箇
條

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
’
　
　
　
山
脚
ニ
　
　
（
山
照
門
）

は
皇
位
三
筆
問
題
の
決
定
を
保
留
す
る
乙
で
あ
り
、
今
一

箇
條
は
天
皇
の
御
出
京
を
望
む
邑
で
あ
っ
た
こ
霧
せ
ら
れ

る
。
こ
れ
に
封
し
て
南
朝
に
て
は
勅
書
を
直
義
に
傳
へ
ら

れ
て
、
天
皇
は
皇
室
の
正
統
ご
し
て
紳
器
を
承
け
給
ひ
、
元

弘
・
建
武
の
公
家
一
統
の
御
世
に
復
ら
し
め
ん
ご
し
給
ふ

故
、
政
権
を
奉
還
し
て
抽
賞
に
預
b
入
民
を
安
ん
ぜ
し
め

ん
と
を
大
義
名
分
よ
り
論
告
さ
れ
た
が
直
義
は
更
に
其
事

書
を
上
っ
て
前
言
を
繰
返
し
、
覇
者
の
王
業
を
扶
け
、
武
将

の
皇
家
を
護
る
は
和
漢
古
今
の
難
義
で
あ
る
こ
の
論
糠
よ

り
出
塾
し
て
、
政
灌
が
武
家
に
蹄
ぜ
る
歴
史
ε
、
一
統
政
治

の
失
敗
に
絡
つ
た
事
實
ご
を
翠
げ
、
天
皇
に
し
て
御
入
洛

あ
ら
せ
ら
る
れ
ば
、
後
醍
醐
天
皇
の
皇
統
は
無
窮
に
傳
は

る
べ
き
由
を
以
て
結
ん
で
居
る
。
即
ち
南
朝
は
公
家
一
統

の
血
膿
を
生
張
せ
ら
れ
た
に
封
し
て
、
直
義
は
武
家
委
任

の
墨
黒
を
主
張
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
換
言
ず
れ
ば
、
南
朝

は
天
皇
の
親
政
を
圭
即
せ
ら
れ
、
直
嚢
は
武
家
の
政
治
を

主
張
し
た
。
一
は
理
想
主
義
名
分
主
義
で
あ
っ
て
、
一
は
現



實
ま
義
便
宜
主
義
で
あ
る
。
此
爾
者
の
問
の
鍮
ゆ
べ
か
ら

ざ
る
鴻
溝
は
如
何
に
し
て
調
和
が
望
ま
れ
た
ら
う
。

　
若
し
双
方
共
に
飽
迄
も
其
主
義
を
固
執
し
た
な
ら
ば
、

合
騰
成
立
の
時
機
は
永
久
に
到
來
せ
な
い
こ
ご
解
り
切
っ

た
話
で
あ
る
。
さ
れ
ば
南
朝
が
御
譲
歩
に
成
り
得
た
か
ご

い
ふ
に
、
こ
れ
は
御
主
義
が
御
主
義
丈
に
殆
ん
ざ
絶
望
的

で
あ
っ
た
Q
後
年
後
鶉
山
天
皇
の
御
述
懐
に
も
窺
は
れ
る

通
り
、
後
醍
醐
天
皇
は
崩
御
に
際
し
て
此
事
に
つ
い
て
特

に
御
子
孫
に
逡
詔
あ
ら
せ
ら
れ
、
．
御
子
孫
に
も
堅
く
御
遵

守
遊
ば
さ
れ
て
居
た
や
う
で
あ
っ
て
、
数
次
繰
返
さ
れ
把

南
北
御
含
艘
の
議
の
如
き
も
、
南
朝
側
よ
う
提
議
さ
れ
た

こ
ご
は
一
同
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
9
故
に
若
し
南
朝
の

御
理
想
に
墓
い
た
公
武
合
髄
を
實
現
し
や
う
ご
す
れ
ば
、

武
家
の
降
伏
，
唯
一
つ
あ
る
丈
で
あ
っ
た
Q
さ
れ
ば
こ
そ

愈
氏
も
直
義
も
義
詮
も
、
乃
至
其
部
下
の
懸
士
も
、
皆
降

伏
に
依
っ
て
始
め
て
至
仁
を
得
、
義
詮
は
後
に
こ
れ
を
拒

ん
だ
爲
め
に
不
成
立
に
絡
つ
た
○
中
に
も
公
武
の
合
憲
が

　
　
　
第
七
号
　
研
究
　
南
北
日
韓
條
件
に
就
き
て

島
々
南
朝
の
御
理
想
通
り
に
行
は
れ
た
正
倉
六
年
の
場
合

の
如
き
、
最
初
奪
氏
よ
り

　
天
下
事
宜
レ
在
二
聖
断
一
之
歯
．
先
日
申
入
了
、
急
速
御
入
洛

　
候
之
榛
、
可
ン
有
二
申
御
沙
汰
一
候
哉
、
恐
々
謹
言
、

　
　
入
下
甑
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
尊
氏

　
　
　
洞
院
殿

ご
申
し
て
、
天
皇
の
御
親
政
ご
御
入
洛
ご
夕
奏
尊
し
、
義

詮
よ
り
も
、

　
　
の

　
天
下
事
宜
F
爲
二
聖
断
乏
由
、
先
日
申
入
候
之
上
、
重
又
老

　
父
捧
レ
斌
候
、
無
昌
相
蓬
一
之
襟
申
御
沙
汰
候
者
畏
入
際
、
恐

　
惇
謹
言
、

　
　
倉
皇
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
詮

　
　
　
人
々
御
中

ご
申
し
て
、
老
父
の
申
状
に
裏
書
し
て
居
る
。
（
園
連
勢
）

こ
れ
に
は
さ
し
も
の
南
朝
も
拒
絶
の
理
由
を
見
出
だ
さ
れ

な
か
っ
た
の
み
な
ら
す
、
他
に
も
御
計
署
が
あ
っ
て
、
．
奪

氏
に
釣
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
轍
鮒
　
一
　
㎜
難
　
　
　
　
山
ハ
一
二
　
（
山
ハ
三
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
衛
北
舎
魏
條
件
に
就
長
て

　
不
駆
讐
兀
弘
一
統
之
初
ハ
可
レ
被
レ
仰
山
申
聖
断
乏
由
聞
食

　
詑
、
尤
以
憩
妙
、
此
上
偏
存
一
天
下
安
全
之
糞
　
可
レ
被

　
レ
致
蕪
二
二
籔
ハ
者
天
氣
如
ゼ
此
、
傍
言
上
如
レ
件
、

　
　
正
｝
牛
山
ハ
年
十
海
月
廿
四
日
　
　
　
　
左
中
將
且
ハ
忠

　
　
　
謹
上
　
足
利
大
納
言
殿

ご
の
論
旨
を
賜
は
り
、
義
詮
に
産
し
て
も
、

　
可
レ
致
恵
箪
之
由
被
レ
串
趣
、
誤
聞
食
言
、
尤
以
紳
妙
、
此

　
上
偏
存
＝
天
下
安
全
填
可
レ
抽
　
要
義
之
忠
飾
「
者
天
氣
如

　
レ
此
、
伍
執
達
如
レ
件
、

　
　
正
李
山
ハ
年
十
月
∵
廿
四
日
　
　
　
　
左
・
甲
高
虚
器

　
　
　
謹
上
　
足
利
宰
相
中
将
殿

ε
の
絵
解
を
賜
は
つ
て
彼
等
の
露
順
を
嘉
納
さ
れ
、
猫
ほ

同
時
に
重
氏
に
向
っ
て
直
義
追
討
の
論
旨
を
も
賜
は
つ
て

居
る
。
こ
れ
に
甥
し
て
．
重
氏
は

　
論
旨
脆
以
舞
領
、
御
沙
汰
之
旨
添
畏
磯
之
趣
、
加
昌
芳
雪
∬

　
可
下
命
一
書
奏
一
給
門
謹
言
、

　
　
正
一
牛
ム
ハ
年
十
一
月
一
ご
日
　
　
襟
業
人
納
曇
ロ
鴬
氏
噸
弱

第
　
　
號

山ハ

l
　
　
（
山
門
四
）

　
　
　
巽
中
夢
殿

こ
の
請
丈
を
撃
つ
り
、
義
詮
も
亦

　
論
旨
之
趣
、
懸
鯛
承
了
、
早
仰
垂
穂
ハ
彌
可
レ
抽
二
無
戴
忠

　
節
一
之
由
、
可
下
命
洩
奏
一
給
亀
候
哉
、
恐
々
謹
言
、

　
　
正
李
六
年
十
一
月
三
日
　
　
　
　
　
墾
議
皿
義
詮

　
　
　
謹
上
　
頭
中
隊
殿

ご
の
請
文
を
上
っ
た
Q
（
園
太
暦
）
こ
れ
に
擦
れ
ば
、
奪
氏

は
直
義
の
同
意
せ
な
か
つ
だ
ε
こ
ろ
の
武
家
の
政
権
を
も

快
く
返
上
し
て
圓
満
解
決
を
告
げ
た
こ
見
ら
る
、
が
、
こ

、
に
唯
一
つ
の
疑
問
は
、
當
時
合
騰
の
溝
息
に
通
じ
た
恵

鋲
上
人
が
、
洞
院
公
賢
に
向
っ
て
、
「
武
家
御
合
禮
繭
畢
、
斯

詮
公
家
武
家
相
談
可
レ
有
渉
汰
一
之
膿
歎
、
一
方
偏
理
レ
可
一
魯

専
一
之
膿
歎
云
々
」
ご
物
語
っ
た
こ
ご
で
あ
る
Q
果
し
て
其

言
の
如
く
な
れ
ば
奪
氏
は
未
だ
必
ず
し
も
其
政
灌
の
全
部

を
畢
げ
て
返
上
し
た
も
の
ご
認
め
る
こ
ε
が
出
來
な
い
か

も
知
れ
訟
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
鴬
氏
が
何
が
故
に
其
立
脚

地
を
も
危
く
す
べ
き
程
の
大
豆
歩
を
敢
て
し
た
か
和
先
づ



第
一
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
彼
れ
の
鰭
順
は
略
無
條

件
降
伏
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
若
し
其
与
件
が

あ
り
ご
す
れ
ば
、
直
義
追
討
の
勅
許
を
得
る
こ
ε
の
外
な

か
っ
た
。
多
年
彼
れ
に
・
阿
っ
て
膣
迫
を
加
へ
、
殊
に
彼
れ

が
子
孫
の
進
路
を
も
塞
が
ん
ご
し
た
弟
．
及
び
其
養
嗣
子

書
意
を
、
器
機
會
を
以
て
徹
底
的
に
…
贋
着
し
て
子
孫
の
安

全
を
期
す
る
が
蕾
め
に
、
彼
れ
は
満
膣
の
努
力
を
捧
げ
た

の
で
あ
る
（
）
直
義
追
討
の
給
旨
に
謝
す
る
彼
れ
の
勅
答
を

見
よ
。

　
可
レ
仰
瓢
聖
断
一
之
由
、
丁
寧
論
旨
乏
上
、
止
躊
合
戦
之
儀
¶

　
宜
レ
從
昌
上
裁
一
之
旨
，
所
レ
仰
逡
轟
々
一
也
，
於
昌
入
滋
直
義

　
朝
臣
蚊
直
二
等
蕪
類
一
者
、
相
　
転
語
方
一
可
［
劉
治
乏
由
、

’
被
レ
仰
含
官
軍
一
之
榛
、
可
下
命
一
法
沙
汰
一
給
い
謹
言
、

　
　
正
直
六
年
十
囲
月
三
日
　
　
権
大
納
言
尊
氏

　
　
　
．
命
中
北
殿

　
南
朝
に
於
て
は
元
弘
一
統
の
昔
の
如
く
、
天
皇
の
御
親

政
に
復
さ
れ
、
奪
氏
の
兵
を
用
み
る
に
も
｝
々
聖
断
を
仰

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
南
北
合
髄
條
件
に
’
き
て

ぐ
様
に
ご
の
紛
織
を
下
さ
れ
だ
か
ら
、
奪
氏
は
諸
芸
の
部

下
に
向
っ
て
戦
書
を
休
止
し
勅
裁
に
從
ふ
べ
し
ご
の
命
令

を
獲
し
π
の
で
あ
る
が
、
只
直
義
等
に
向
っ
て
は
自
身
に

追
討
の
論
旨
を
賜
は
つ
て
居
る
か
ら
、
朝
廷
に
曾
て
も
、

官
軍
に
命
を
傳
へ
ら
れ
、
彼
等
を
し
て
愈
氏
ご
共
に
征
討

に
從
は
し
め
ら
れ
番
い
ご
申
請
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
此

箪
民
の
請
文
の
文
中
に
、
「
相
談
双
方
し
云
々
ご
見
え
る

の
を
見
て
、
惑
鎭
は
「
公
家
武
家
相
談
」
云
々
ご
申
し
だ
も

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
併
し
乍
ら
先
き
に
直
義
に
賜
は
つ

た
後
村
上
天
皇
の
勅
書
を
舞
し
て
も
、
親
房
の
史
論
を
讃

ん
で
も
武
家
が
政
権
を
取
る
こ
ビ
を
否
定
は
し
て
居
ら
湛

る
も
の
、
、
彼
等
が
朝
命
を
奉
じ
て
、
「
君
の
御
許
さ
れ
に

よ
り
」
「
諸
藩
の
警
固
を
う
け
給
て
朝
家
を
守
護
し
申
」
も

の
は
「
叡
戚
の
除
も
朝
二
塁
に
異
な
る
」
こ
ビ
も
認
め
ら
れ

て
居
る
。
今
や
直
義
は
朝
憲
に
乖
つ
た
も
の
ε
し
て
追
討

の
命
が
偉
氏
に
下
っ
た
、
昨
日
迄
朝
敵
扱
ひ
を
し
て
居
た

官
」
軍
も
兵
を
餓
め
て
尊
氏
を
蒔
く
べ
き
が
豪
然
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
餓
剛
　
一
　
鵜
い
　
　
　
晶
ハ
五
　
　
（
山
ハ
五
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
南
北
合
膿
縢
件
に
就
董
て

専
心
も
若
し
直
義
を
討
伐
し
て
復
命
し
た
な
ら
ば
、
こ
れ

に
相
黙
す
る
杣
賞
に
預
る
べ
き
こ
ε
い
ふ
迄
も
な
か
ら
う

而
か
も
こ
は
勅
命
の
範
團
内
に
止
ま
る
こ
ざ
で
あ
っ
て
、

過
去
の
武
家
政
治
の
如
く
廣
汎
な
る
政
治
上
の
御
委
任
を

意
味
す
る
も
の
ご
は
解
さ
れ
澱
。
勿
論
公
家
ご
武
家
ε
が

封
等
の
關
係
に
猛
て
政
務
を
協
定
し
一
方
の
自
專
を
許
さ

澱
こ
い
ふ
が
如
き
意
昧
で
あ
っ
だ
ら
う
ご
は
考
へ
ら
れ
澱

況
ん
や
聖
断
を
仰
ぐ
ご
は
本
宮
下
策
父
子
か
ら
言
ひ
出
だ

し
た
鰭
順
の
條
件
で
あ
っ
て
、
南
朝
は
そ
れ
を
其
儘
御
採

納
ε
成
っ
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
南
朝
は
も
ビ
よ
り
名
分
を
正
す
を
原
則
ご
さ
れ
て
居
た

・
か
ら
、
斯
機
に
理
想
的
な
合
禮
が
成
立
し
た
後
も
、
京
都

へ
の
還
幸
・
郎
位
・
大
嘗
會
其
他
の
朝
儀
の
準
備
、
北
朝
の

公
卿
の
任
免
（
北
朝
の
除
目
を
否
認
し
て
改
め
て
宣
旨
を

賜
は
つ
た
）
等
に
着
手
さ
れ
た
丈
で
あ
っ
て
、
何
等
利
樺

を
獲
得
さ
れ
や
う
ご
せ
な
か
っ
た
。
ば
か
り
か
、
北
朝
の

光
嚴
上
皇
に
向
は
せ
ら
れ
て
は
長
講
堂
の
御
領
を
奮
の
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儘
御
管
領
あ
ら
せ
ら
れ
る
や
う
に
ε
態
々
串
入
れ
ら
れ
た

位
で
あ
る
。
新
身
地
頭
の
御
管
領
の
如
き
義
詮
の
提
議
に

止
ま
り
（
そ
れ
も
履
行
の
誠
意
な
き
）
も
ご
よ
h
顧
み
ら
れ

な
か
っ
た
。
そ
れ
丈
又
要
協
の
除
地
が
な
か
っ
た
Q

　
こ
れ
に
比
す
れ
ば
、
武
家
側
は
現
實
に
師
し
た
も
の
で

あ
る
丈
に
、
融
池
を
利
か
さ
う
ご
思
へ
ば
、
利
か
さ
れ
澱

こ
ご
は
な
く
、
奪
取
の
如
き
は
只
管
良
己
を
顧
み
る
の
み

で
、
假
初
に
も
主
上
ご
仰
い
だ
御
方
を
始
め
奉
う
、
爾
上

皇
・
皇
太
子
の
全
部
南
方
に
移
さ
れ
給
ふ
を
聯
か
御
止
め

串
さ
う
ざ
も
せ
な
か
っ
た
Q
彼
れ
ば
か
り
で
な
く
、
総
じ

て
武
家
側
の
人
々
が
、
膝
を
屈
し
て
屡
々
を
請
う
た
の
に

は
相
當
の
理
由
が
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
實
勢
力
の
打
算

か
ら
申
せ
ば
、
大
膿
に
於
て
武
家
側
の
敵
で
な
か
っ
た
南

朝
も
、
其
確
乎
た
る
主
義
に
立
脚
さ
れ
た
丈
、
意
外
じ
抜

ズ
ベ
か
ら
ざ
る
潜
在
力
が
め
つ
て
、
共
勢
力
も
塗
國
各
地

に
分
布
し
て
居
た
か
ら
、
兵
力
を
以
て
こ
れ
を
一
蹴
し
去

る
こ
ご
は
到
底
思
ひ
も
寄
ら
な
い
こ
ビ
で
あ
っ
た
。
そ
れ



に
も
齢
し
て
一
暦
武
家
側
を
手
古
摺
ら
せ
た
の
は
、
味
方

の
有
力
者
の
間
に
屡
不
耶
特
認
を
懐
く
も
の
が
、
南
朝
を

一
時
の
避
難
所
ご
し
同
避
線
こ
し
て
、
俄
作
り
の
宮
方
ご

な
り
武
家
側
に
向
っ
て
不
断
の
脅
威
を
加
へ
る
こ
ε
で
あ

っ
た
ら
う
Q
直
義
・
直
冬
等
を
筆
頭
ご
し
て
佐
々
木
滋
轡
。

山
名
時
流
・
石
塔
頼
房
・
仁
木
国
章
・
吉
良
満
義
・
大
内
弘
世

以
下
一
々
洗
ひ
立
て
＼
見
る
ご
、
武
家
側
の
入
々
で
此
不

純
な
経
験
を
有
つ
も
の
が
頗
る
多
い
。
奪
氏
・
義
詮
で
す

ら
も
、
其
録
順
を
利
用
し
π
瓢
に
於
て
は
亦
五
十
歩
・
百

歩
ビ
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
斯
く
も
思
ひ
設
け
ぬ
新
手

の
有
力
な
宮
方
が
加
は
る
度
毎
に
、
多
少
共
武
家
側
に
衝

動
を
起
し
て
、
南
朝
の
氣
勢
も
幾
度
か
揚
っ
た
，
南
朝
五
十

七
年
の
命
脈
は
、
此
間
歌
的
威
力
の
獲
揚
に
挨
つ
た
こ
ご

多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
武
家
側
が
其
實
勢
力
に
著
て
南
朝

を
凌
駕
し
つ
、
あ
っ
π
に
拘
ら
す
、
何
時
も
み
つ
か
ら
屈

し
て
無
常
を
求
め
た
理
由
は
此
弱
黙
を
認
め
て
始
め
て
諒

解
す
る
こ
ご
が
出
來
や
う
。
武
家
側
が
南
朝
に
摂
す
る
合

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
南
北
合
燈
條
件
に
就
き
て

燈
の
交
渉
に
當
っ
て
、
恵
鎮
や
蛍
石
の
如
き
嘗
て
は
後
醍

醐
天
皇
の
御
恩
寵
を
蒙
っ
た
揖
家
の
外
、
南
朝
に
降
伏
の

古
傷
あ
る
將
士
を
其
手
先
に
使
っ
た
の
は
一
種
の
現
實
暴

露
で
あ
っ
た
。

廻
　
南
北
合
二
丁
件
に
關
す
る
記
録

　
元
中
九
年
の
南
北
の
合
意
が
果
し
て
如
何
な
る
訴
件
の

下
に
行
は
れ
た
か
は
、
前
に
説
い
た
其
経
過
を
知
る
も
の

を
し
て
一
層
の
戚
興
を
懸
起
さ
せ
る
こ
ご
で
あ
る
が
、
南

朝
側
は
も
ご
よ
り
、
北
朝
側
ε
し
て
も
、
割
合
に
正
確
な

る
記
録
の
存
在
し
な
い
に
は
、
少
か
ら
ず
失
望
さ
せ
ら
れ

る
。
比
較
的
に
記
録
に
富
む
北
朝
側
で
す
ら
も
後
証
山
天

皇
出
御
の
御
行
刻
に
つ
い
て
は
南
山
御
出
次
第
武
家
年
代

記
裏
書
が
あ
b
、
御
入
洛
後
の
融
器
に
話
す
る
朝
儀
に
就

て
は
綾
小
路
宰
相
入
道
記
や
有
職
抄
が
あ
る
け
れ
ざ
も
、

合
艦
條
件
ε
も
見
る
べ
き
記
事
は
績
紳
皇
正
統
記
の
外
に

な
い
Q
同
書
に
は
義
満
の
斡
旋
に
依
っ
て
和
議
が
行
は
れ
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第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
南
北
合
鐙
際
件
に
就
き
て

た
こ
い
ひ
、
後
霊
山
天
皇
が
吉
野
よ
り
御
入
洛
に
成
っ
て
、

直
に
嵯
蛾
の
大
正
寺
に
渡
御
あ
ら
せ
ら
れ
た
こ
ご
を
〔
、
併

主
上
行
幸
之
儀
に
て
ぞ
ま
し
ま
す
」
ご
い
っ
て
、
天
皇
行

幸
の
儀
式
に
依
ら
れ
た
王
を
認
め
て
居
る
。
又
紳
器
の
、

大
蝿
寺
か
ら
土
御
門
殿
へ
の
渡
御
が
、
嚴
重
な
る
御
儀
式

で
行
は
れ
拠
こ
ご
を
、
「
今
度
御
合
膿
の
事
宥
申
さ
る
＼
旨

御
句
諾
の
儀
も
あ
り
け
る
に
や
、
」
ε
い
っ
て
、
後
亀
山
天

皇
か
ら
後
小
松
天
皇
へ
の
御
授
受
の
公
式
に
行
は
れ
π
こ

ご
も
合
膿
條
件
の
一
つ
で
あ
っ
熊
こ
ご
を
ほ
の
め
か
し
て

居
る
。
併
し
本
書
の
著
者
は
徹
頭
徹
尾
、
傍
知
的
態
度
を

取
レ
乍
ら
、
而
か
も
北
朝
に
傾
き
、
南
朝
に
聴
し
て
は
冷

淡
こ
い
は
ん
よ
b
も
寧
ろ
嘲
瞬
の
筆
を
弄
し
て
居
る
。
南

朝
の
皇
位
は
已
む
を
得
す
認
め
ば
す
る
が
、
さ
り
こ
て
北

朝
の
皇
位
を
も
否
認
す
る
の
で
な
い
こ
ご
は
。
後
維
山
天

皇
の
行
幸
の
儀
に
依
ら
れ
た
こ
の
記
事
の
末
に
、
「
片
時
の

御
行
粧
な
が
ら
、
當
定
心
圭
の
御
威
儀
こ
そ
め
づ
ら
か
な

る
御
事
に
て
侍
れ
」
ご
書
い
て
居
る
の
で
も
知
れ
る
Q
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又
南
朝
に
点
す
る
北
朝
側
か
ら
見
て
の
有
利
の
條
件
を

「
三
種
淋
器
隠
匿
あ
る
べ
き
御
は
か
り
こ
ご
に
こ
そ
し
ご
い

っ
て
、
三
種
の
紳
器
露
座
の
目
的
を
達
す
る
息
め
の
義
満

の
計
略
ご
看
微
し
「
ご
ま
れ
か
く
ま
れ
、
霞
賓
御
露
座
ま

こ
ご
に
聖
代
の
し
る
し
も
あ
ら
は
れ
、
萬
歳
の
寳
詐
は
彌

た
の
も
し
う
そ
侍
る
」
こ
い
っ
て
居
る
。
後
魑
山
天
皇
に

供
奉
し
て
入
洛
し
定
南
朝
の
關
自
の
事
を
「
關
臼
こ
か
や

は
御
直
衣
な
り
」
こ
い
っ
た
筆
の
端
に
も
、
著
者
の
公
明

を
画
く
態
度
は
あ
b
く
ご
窺
は
れ
て
、
其
記
述
に
は
多

少
の
割
引
を
要
す
ご
思
は
せ
る
。

　
此
帥
器
の
授
受
に
つ
い
て
、
足
利
治
胤
記
は
、
後
鞄
山

天
皇
が
、
後
小
松
天
皇
を
御
養
君
ε
し
て
三
種
の
棘
器
を

渡
さ
る
べ
き
條
件
で
あ
っ
た
に
拘
ら
す
、
御
入
洛
の
行
粧

に
行
幸
の
儀
に
違
ふ
も
の
が
あ
っ
た
爲
め
、
後
面
山
天
皇

は
コ
ニ
種
ノ
重
器
面
戸
是
ニ
ァ
レ
ハ
此
方
コ
ソ
十
善
ノ
位

ナ
ル
ヘ
キ
一
こ
ε
仰
せ
ら
れ
て
北
朝
の
勅
使
を
面
責
せ
ら

れ
、
和
議
將
さ
に
破
れ
ん
ご
し
π
の
を
、
六
角
藤
高
が
義



満
を
諭
し
て
約
の
如
く
し
た
こ
書
い
て
居
る
。
こ
れ
に
凝

る
ご
、
績
紳
皇
正
統
記
に
見
え
た
行
幸
儀
式
の
外
に
、
後

三
山
天
皇
が
後
小
松
天
皇
を
御
養
君
に
な
し
給
う
て
紳
器

を
御
製
墜
9
に
な
る
こ
い
ふ
こ
ご
も
、
A
μ
殿
隅
條
件
の
一
つ
ご

な
る
の
で
あ
っ
て
、
本
朝
通
鑑
や
大
臼
本
史
の
稿
本
を
始

め
、
釜
据
實
録
・
史
徴
・
日
本
外
史
・
日
本
政
記
等
の
諸
書

に
は
皆
こ
れ
ご
同
説
を
載
せ
て
居
る
。
然
る
に
足
利
治
山

記
は
江
源
武
鑑
の
著
者
ご
し
て
知
ら
れ
た
澤
田
源
内
事
六

角
士
卒
の
儒
撰
で
あ
っ
て
、
其
盛
ん
に
満
高
の
功
を
褒
め

立
て
、
居
る
の
も
、
租
先
の
事
蹟
を
誇
張
し
た
に
過
ぎ
ぬ

ご
疑
は
れ
て
居
る
。
此
疑
に
つ
い
て
は
猶
ほ
研
究
の
鯨
地

が
あ
る
け
れ
ご
も
、
兎
も
角
本
書
の
記
事
は
他
に
一
つ
の

細
謹
も
な
く
、
績
紳
皇
正
統
記
・
綾
小
路
宰
相
書
留
記
・
有

職
抄
に
は
何
れ
も
當
時
北
朝
に
於
て
瀞
器
の
渡
御
を
元
暦

二
年
即
ち
文
治
元
年
西
海
よ
う
渡
御
の
あ
っ
た
前
例
に
依

っ
て
取
扱
は
れ
た
こ
ご
が
見
・
え
る
丈
で
あ
る
か
ら
、
信
愚

し
難
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
爾
北
合
髄
條
件
に
就
き
て

　
次
に
南
朝
側
の
史
料
は
ε
見
る
に
、
殆
ん
ご
皆
無
ご
串

し
て
も
宜
し
い
。
只
南
朝
の
史
實
を
主
こ
し
て
編
纂
さ
れ

た
も
の
に
は
、
南
方
紀
傳
（
南
朝
記
傳
ざ
は
漢
文
ご
假
字

交
b
こ
の
相
違
が
あ
る
丈
で
、
内
容
は
大
同
少
異
で
あ
る
）

や
櫻
雲
記
が
あ
る
。
前
者
に
掌
る
ご
、
大
内
義
弘
が
父
祀

の
宮
方
で
あ
っ
た
縁
故
を
以
て
、
南
朝
の
冷
泉
相
討
入
滋
．

吉
田
宗
房
に
記
し
、
鎌
倉
時
代
の
如
く
大
倉
寺
・
持
明
院

の
爾
統
の
迭
立
を
條
件
こ
し
て
、
先
づ
御
合
禮
を
行
は
れ

三
種
の
棘
器
を
北
朝
に
渡
さ
れ
、
南
朝
の
皇
太
子
を
東
宮

に
立
て
奉
る
べ
き
旨
を
串
入
れ
だ
が
、
先
年
は
南
朝
の
君

臣
共
に
こ
れ
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
に
拘
ら
す
、
今
は
南
軍

も
衰
へ
て
無
力
こ
な
っ
て
居
た
か
ら
和
議
が
調
っ
た
ご
見

え
る
。
後
者
に
も
同
じ
く
義
弘
が
父
租
の
開
係
を
利
用
～
）

て
南
北
の
和
睦
を
調
へ
た
乙
を
載
せ
て
居
る
が
、
其
義
蒲

の
命
に
依
っ
た
乙
、
連
年
冷
泉
相
國
入
滋
を
以
て
南
朝
に

串
し
入
れ
た
け
れ
ご
も
、
許
容
が
な
か
っ
た
ご
い
っ
て
、
冷

泉
人
滋
相
國
丈
を
翠
げ
た
こ
ご
に
於
て
少
異
を
見
る
の
外

　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
　
山
ハ
九
　
　
（
山
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第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
栖
北
合
鐙
條
件
に
就
き
て

養
畜
件
に
つ
い
て
は
何
等
言
及
し
て
居
ら
澱
。
（
凹
版
爾
統

迭
立
の
約
の
成
立
し
だ
樫
路
に
つ
い
て
伊
勢
霧
に
も
其
記

事
が
あ
る
が
、
同
書
は
後
世
の
儒
撰
で
あ
る
か
ら
引
か
ぬ
）

　
南
方
紀
傳
（
南
朝
説
傳
も
同
番
で
あ
る
が
）
の
條
件
は
爾

統
の
迭
立
で
あ
る
が
、
只
其
心
行
に
勝
っ
て
は
後
亀
山
天

皇
よ
り
後
小
松
天
皇
へ
の
融
器
の
授
受
を
暴
き
こ
し
、
次

ぎ
に
後
壁
由
天
皇
の
皇
太
子
を
後
小
松
天
皇
の
皇
太
子
ご

す
る
ε
い
ふ
順
序
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
幾
分
南
朝
が
次

位
に
罎
か
れ
た
威
も
あ
る
。
併
し
後
小
松
天
皇
に
紳
器
を

護
ら
せ
ら
れ
る
迄
は
後
亀
山
天
皇
の
皇
位
を
認
め
ら
る
べ

き
は
、
自
明
の
理
で
あ
る
か
ら
、
略
封
等
の
條
件
ご
看
徹
し

て
よ
か
ら
う
。
さ
b
乍
ら
無
封
等
は
決
し
て
爾
統
の
御
希

望
ご
合
致
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
南
朝
ご
し
て
、

若
し
迭
立
に
甘
ん
ぜ
ら
れ
る
位
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
後
醍

醐
天
皇
の
御
討
幕
も
、
將
た
叉
其
御
亡
遷
も
、
全
く
無
意
義

こ
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
如
何
に
御
式
微
を
極
め
さ
せ
ら
れ

た
か
ら
こ
て
、
あ
れ
親
強
硬
に
御
士
訟
張
に
な
っ
た
南
朝

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
〇
　
（
七
〇
）

が
、
此
く
の
如
き
大
譲
歩
を
怨
ば
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。

又
そ
れ
程
南
朝
が
無
力
こ
な
ら
れ
て
居
た
な
ら
ば
、
義
満

が
み
つ
か
ら
進
ん
で
合
帯
を
申
入
れ
淀
上
、
封
等
の
條
件

を
提
出
し
た
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
が
南
朝
側
の
記
銀
に
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

み
見
え
て
、
北
朝
側
の
そ
れ
に
一
切
載
っ
て
居
な
い
乙
も

何
れ
も
皆
…
爵
魏
問
ご
藷
9
る
に
足
り
る
。
特
に
南
方
紀
櫨
四
（
南
囎
四

記
章
も
）
は
江
戸
時
代
の
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
書
中
白
河
文
書
の
如
き
文
書
を
利
用
し
た
黙
も
あ

る
が
、
又
閣
城
書
の
如
き
道
心
の
書
を
も
引
用
し
て
居
り
、

而
か
も
そ
れ
が
外
な
ら
甲
南
方
量
傳
の
著
者
の
手
に
成
っ

た
疑
さ
へ
あ
る
程
で
め
つ
て
、
（
伊
達
前
朝
朝
臣
勤
王
事

歴
）
も
ざ
よ
り
根
本
史
料
で
は
な
い
か
ら
、
営
々
上
々
し
く

信
を
置
ぐ
乙
が
出
來
楚
ね
る
。
只
章
魚
ご
し
て
、
長
駆
十
七

年
に
後
発
山
天
皇
（
時
に
法
皇
）
の
吉
野
に
潜
幸
あ
ら
せ
ら

れ
た
の
は
下
に
も
説
く
が
如
く
別
個
の
原
因
で
あ
っ
た
ε

思
は
れ
る
け
れ
こ
も
、
其
後
皇
位
の
縫
承
の
行
は
る
、
前

後
に
立
て
、
蕾
南
朝
の
君
臣
の
間
に
動
援
を
生
じ
た
事
實



が
あ
る
。
郎
ち
慮
永
十
九
年
間
後
小
松
天
皇
が
欝
光
天
皇

に
御
譲
位
あ
ら
せ
ら
れ
π
後
、
無
勢
の
北
畠
蒲
雅
が
同
二

十
二
年
の
春
か
ら
兵
を
畢
げ
た
が
、
櫻
二
三
及
び
南
方
紀

傳
（
南
朝
記
傳
も
）
に
は
後
気
山
天
皇
の
皇
子
の
御
即
位
な

き
こ
ご
を
憤
つ
π
爲
め
で
あ
っ
た
こ
記
さ
れ
て
居
り
、
其

後
正
長
元
年
に
幕
光
天
皇
の
御
不
豫
に
際
し
て
、
嵯
蛾
に

お
は
し
た
小
倉
宮
の
伊
勢
に
御
出
奔
に
な
つ
π
の
は
、
椿

葉
記
に
も
、
「
位
を
望
み
て
逐
電
」
ご
記
さ
れ
、
南
方
紀
傳

（
南
朝
記
傳
も
）
に
も
、
御
嵩
の
御
望
叶
ひ
難
き
こ
ご
を
嘆

き
思
召
し
て
の
事
ご
見
え
て
居
る
の
で
あ
る
。
若
し
初
め

か
ら
後
縮
山
天
皇
の
御
子
孫
が
皇
位
に
帥
か
せ
ら
れ
る
御

約
束
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
斯
る
動
揺
の
叢
る
べ
き
筈
が

な
い
か
ら
、
是
を
以
て
見
て
も
、
爾
統
の
迭
立
が
南
北
合

膿
の
一
條
件
で
あ
っ
た
妻
壁
ε
看
徹
さ
れ
ぬ
で
も
な
い
Q

但
し
こ
れ
は
成
敗
の
跡
か
ら
逆
推
し
た
迄
で
あ
る
か
ら
、

假
り
に
此
條
件
を
肯
定
す
る
ご
し
て
も
、
或
は
義
満
其
人

の
意
志
か
ら
出
で
だ
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
中
間
に
居
つ

　
　
　
第
七
谷
　
　
研
　
究
　
　
蕗
北
合
難
條
件
に
就
き
て

て
斡
旋
し
た
人
々
（
例
へ
ば
義
弘
の
如
き
）
が
、
和
議
の
成

立
を
望
む
の
除
り
に
、
彼
れ
の
意
を
矯
め
た
も
の
で
あ
ら

う
ご
考
へ
る
籐
地
も
な
い
で
は
な
い
。

　
斯
楼
に
論
じ
て
見
る
ご
、
北
朝
側
の
記
録
は
も
こ
よ
り

南
朝
側
の
そ
れ
に
准
・
す
べ
き
も
の
に
も
、
南
北
合
膿
條
件

に
關
す
る
明
確
に
し
て
信
思
す
べ
き
根
無
を
見
出
だ
す
こ

ご
は
困
難
で
あ
る
が
、
只
是
等
の
史
料
を
全
し
て
見
だ
ε

こ
ろ
で
は
、

　
一
　
南
北
合
膿
の
議
が
、
是
迄
通
り
、
武
家
側
郎
ち
義

　
　
満
よ
り
提
出
ざ
れ
た
事
、

　
二
　
後
小
松
天
皇
は
後
魑
山
天
皇
の
御
入
洛
を
行
幸
の

　
　
儀
式
を
以
て
迎
へ
ら
れ
て
、
紳
器
を
受
け
ら
れ
π
事

　
三
　
爾
統
迭
立
の
事
、

　
四
　
後
里
山
天
皇
の
皇
太
子
を
後
小
松
天
皇
の
皇
太
子

　
　
に
立
て
ら
る
べ
き
事
、

の
四
つ
の
中
、
第
丁
第
二
は
南
朝
側
も
北
朝
側
も
一
致

し
て
居
っ
て
、
第
三
・
第
四
は
南
朝
側
の
記
録
に
丈
見
え

　
　
　
　
　
　
　
第
　
｝
號
　
　
　
七
一
　
（
七
一
）



　
　
　
第
七
滲

る
の
で
あ
る
。

研
　
究
　
　
灘
北
合
燈
條
魯
に
麓
老
て

五
　
近
衛
家
の
義
満
の
丈
書

　
然
る
に
私
は
近
衛
嗣
公
吏
の
囑
託
・
を
受
け
て
、
　
【
咋
年
輪

清
原
・
松
野
爾
文
學
士
ざ
共
に
其
古
文
書
・
記
録
の
整
理
を

聴
け
て
居
る
が
、
最
近
に
南
北
合
農
書
件
を
記
し
か
貴
重

な
交
書
が
三
見
さ
れ
た
。
此
文
書
は
一
通
の
勘
例
に
過
ぎ

な
い
け
れ
こ
も
、
個
中
の
｝
節
に
、

　
　
　
被
ゾ
叙
昌
用
南
朝
昇
進
」
例

　
北
畠
准
后
事
、

　
　
三
皇
正
統
記
之
御
奥
書
其
御
覧
云
、
餓
轍
嚴
院
此
抄
源

　
　
准
后
親
房
公
撰
云
々
、
自
レ
爾
以
來
、
於
三
二
號
源
准

　
　
后
｝
乎
、

　
吉
田
入
道
右
大
臣
蝶
房
阿
野
前
内
大
臣
簸
爲
等
事
、

　
　
明
徳
度
南
朝
御
合
膿
之
時
、
被
レ
載
謁
鹿
苑
院
殿
御
書
札
ハ

　
　
當
朝
勅
許
勿
論
乎
，
脚
職
同
案

ご
あ
っ
て
、
次
の
如
き
義
満
の
請
文
書
状
を
敗
め
て
居
る

（一一）
（こ二）（＝一）

節
　
　
號

七
二
　
（
七
二
）

御
合
禮
事
、
蓮
々
以
昌
兼
照
卿
一
申
合
候
之
塵
、
入
眼
之
條
、

珍
重
候
．
三
種
廟
議
可
レ
有
｝
悪
事
｝
之
上
者
、
可
レ
爲
昌
御
譲

國
之
儀
式
㎝
之
旨
得
　
其
意
一
候
、
自
今
以
後
、
爾
朝
御
流
相

代
々
御
譲
位
動
転
定
一
候
畢
、
就
中
諸
弥
々
衙
悉
皆
可

レ
町
回
計
一
候
、
於
幽
喪
講
堂
領
一
者
、
諸
國
分
一
転
可
レ
爲
昌
持

明
院
殿
御
進
止
一
候
、
　
以
鵠
此
等
趣
岳
ロ
田
右
府
灘
二
相
共

可
レ
有
｝
執
奏
旗
、
御
入
洛
Z
次
第
等
、
猶
申
乱
含
兼
煕
卿
「

候
、
可
レ
轡
翼
意
…
候
哉
、
恐
々
謹
言
．

　
明
徳
三

　
　
十
一
月
十
…
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
義
満

　
　
　
阿
野
前
書
大
臣
殿

被
二
仰
下
乏
趣
、
脆
以
承
候
畢
、
尊
號
兵
侯
御
謙
退
事
，

可
二
扱
露
一
候
、
以
二
此
旨
㎝
可
下
命
二
披
露
一
給
畠

　
慮
永
四

　
　
十
一
月
廿
七
H
　
　
　
　
　
　
　
　
遣
義
上

農
愛
器
侯
御
詠
悪
事
、
警
急
請
文
褒
、
内
々
可
レ
得
翼



　
意
一
躍
、
謹
言
、

　
　
　
十
一
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
到

　
　
　
　
阿
野
入
道
前
頭
大
臣
殿
法
名
匡
圓

　
此
面
例
に
は
年
號
も
署
名
も
載
せ
て
居
ら
ぬ
、
併
し
書

風
か
ら
推
す
ご
、
足
利
末
期
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
、
に

引
い
だ
「
被
当
用
南
朝
昇
進
例
」
の
前
に
、
　
「
経
歴
朋
林
井

衛
府
官
例
」
を
警
め
て
居
る
の
が
、
ト
部
兼
忠
か
ら
兼
好

迄
全
部
吉
田
家
の
人
々
で
あ
る
こ
ご
、
及
び
義
満
の
請
文

の
中
に
、
こ
れ
も
吉
田
家
の
蕪
煕
が
合
爵
の
斡
旋
を
な
し

て
居
る
こ
ビ
が
見
え
て
居
っ
て
、
勘
例
に
そ
れ
を
引
い
た

の
も
、
吉
田
家
の
人
で
あ
っ
た
工
め
か
ご
思
は
れ
る
こ
ご

な
ご
、
客
語
吉
田
家
の
文
書
で
あ
ら
う
ご
の
推
定
を
強
め

る
の
で
あ
る
。
近
衛
家
の
文
書
中
に
は
此
他
に
も
吉
田
家

の
文
書
ご
着
し
き
も
の
が
傳
は
つ
て
居
る
の
を
見
受
け

る
。　
さ
て
此
歳
費
が
、
南
朝
の
任
官
で
あ
b
乍
ら
、
北
朝
の

延
長
で
あ
る
ご
こ
ろ
の
朝
廷
に
於
て
承
認
さ
れ
π
営
々
を

　
　
　
第
七
谷
　
　
研
　
究
　
　
南
北
合
彊
條
件
に
就
き
て

暴
げ
だ
中
に
、
南
朝
の
吉
田
入
道
右
大
臣
・
阿
野
前
内
大

臣
も
南
北
合
騰
當
時
の
養
満
の
書
中
に
見
え
る
以
上
は
勅

許
の
あ
っ
π
こ
ご
勿
論
で
あ
る
ご
い
っ
て
、
其
義
満
の
文

書
を
励
め
た
丈
で
あ
る
。
　
帥
ち
吉
田
・
阿
野
の
爾
公
が
・
王

で
あ
っ
て
、
義
満
の
文
書
は
從
で
あ
る
。
然
る
に
其
從
た

る
義
満
の
文
書
は
南
北
合
膿
の
條
件
以
下
の
重
要
な
る
史

實
を
示
し
て
居
る
も
の
で
あ
っ
て
、
從
來
未
だ
嘗
っ
て
世

に
出
で
た
こ
ご
が
な
い
文
書
で
あ
る
Q
第
一
號
の
義
満
の

請
文
は
合
盛
の
條
件
を
記
し
た
も
の
で
、
文
書
の
性
質
か

ら
い
へ
ば
、
原
本
鳳
義
満
の
自
筆
で
な
け
れ
ば
な
ら
濾
。

只
日
附
は
＋
一
月
＋
三
日
ご
な
2
・
居
る
け
れ
ご
も
、
後

笈
山
天
皇
の
御
入
洛
は
閏
十
月
二
日
で
あ
る
か
ち
、
十
一

月
は
十
月
の
誤
答
に
相
違
な
い
。
十
月
の
此
請
交
を
天
皇

が
御
嘉
納
に
な
っ
て
御
入
洛
の
次
第
の
打
合
も
出
來
、
其

二
十
入
日
に
吉
野
を
出
御
に
な
つ
π
も
の
こ
す
れ
ば
、
日

取
が
よ
く
合
う
の
で
あ
る
Q
此
請
文
に
罵
る
ご
、
武
家
側

は
粂
熈
卿
公
家
側
は
吉
田
入
滋
右
大
臣
・
阿
野
前
内
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
三
　
（
七
三
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
南
北
合
鱒
繰
件
に
就
き
て

の
爾
公
が
專
ら
斡
旋
の
衝
に
當
っ
て
居
だ
。
兼
有
は
鍵
豊

の
子
で
あ
る
Q
代
々
淋
祇
大
豊
副
に
任
せ
ら
れ
る
家
柄
で
、

も
こ
室
町
ε
有
し
た
が
、
永
和
四
年
吉
田
に
改
め
た
。
（
吉

田
家
譜
）
南
朝
ご
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
正
看
七
年
に
一

た
び
公
武
合
膿
の
行
は
れ
て
北
朝
の
官
位
を
康
せ
ら
れ
た

際
、
彼
れ
も
改
め
て
從
五
位
下
に
滅
せ
ら
れ
、
侍
從
に
任

せ
ら
れ
た
こ
ざ
が
あ
る
外
に
は
未
だ
こ
れ
を
詳
か
に
せ
漁

（
宣
即
諾
記
長
享
三
年
思
差
七
B
條
）
然
る
に
彼
れ
は
此
後

後
亀
山
天
皇
の
御
信
任
が
厚
く
、
病
に
罹
っ
た
時
は
御
使

を
以
て
御
見
舞
の
御
言
葉
を
賜
は
り
、
慮
永
九
年
五
十
五

歳
で
麗
じ
た
後
は
彼
れ
の
子
兼
敦
に
御
春
嵐
を
垂
れ
給
ひ

屡
仙
洞
に
召
さ
れ
て
難
有
御
話
を
賜
は
り
、
或
時
は
日
本

紀
の
大
意
、
さ
て
は
書
札
禮
の
罰
杯
の
御
下
問
が
あ
っ
た

天
皇
が
合
禮
の
勅
裁
に
つ
い
て
御
述
懐
あ
ら
せ
ら
れ
た
の

も
其
一
つ
で
あ
る
Q
（
吉
田
家
日
次
記
）
吉
田
入
漁
右
大
臣

は
宗
房
ご
い
ひ
、
父
定
命
は
後
醍
醐
天
皇
に
事
へ
て
勲
功

が
あ
っ
た
が
逡
に
南
山
に
顧
て
麗
じ
た
。
宗
房
も
亦
南
朝

　
　
　
　
　
　
　
第
心
誤
，
　
七
四
　
（
ヒ
四
）

に
事
へ
て
右
大
臣
に
付
録
ら
れ
、
弟
守
戦
は
大
納
言
と
な

り
、
並
び
に
新
葉
集
の
歌
人
で
あ
る
、
是
よ
り
先
き
正
李

入
電
南
軍
が
京
都
を
占
領
し
た
時
に
も
、
宗
房
は
後
村
上

天
皇
の
勅
を
奉
じ
て
京
都
の
洞
院
公
賢
ε
聯
絡
を
取
っ
て

居
た
こ
ご
が
園
太
暦
に
見
え
る
。
阿
野
前
内
大
臣
は
實
爲

ご
い
っ
て
實
村
の
子
で
あ
る
。
租
父
季
纏
の
代
よ
り
南
朝

に
祇
属
し
た
。
彼
後
醍
醐
天
皇
の
文
殊
寵
を
蒙
り
、
成
良

義
良
爾
親
王
の
御
生
舞
で
あ
っ
π
阿
野
廉
子
郎
ち
新
待
賢

門
院
は
實
に
季
織
の
妹
で
あ
っ
た
。
實
爲
は
後
縫
山
天
皇

還
幸
供
奉
の
一
人
で
あ
る
。
實
爲
の
雷
公
爲
も
後
維
山
天

皇
の
御
近
臣
こ
し
て
御
最
後
迄
奉
仕
し
て
居
る
。
合
禮
の

儀
に
つ
い
て
執
奏
の
任
に
叢
る
縛
め
に
は
細
雨
公
の
適
任

者
で
め
っ
た
こ
ご
言
ふ
迄
も
あ
る
ま
い
。

　
義
満
の
請
文
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
合
艦
の
事
情
及
び
條

件
は
次
の
五
項
で
あ
る
。

　
一
　
雲
量
の
議
は
義
満
が
吉
田
謡
初
を
以
て
屡
南
朝
に

　
　
申
入
れ
、
漸
く
に
し
て
成
立
を
告
げ
た
も
の
で
あ
る



　
　
事
、

　
二
　
後
章
山
天
皇
は
帥
器
の
宮
座
に
御
同
意
あ
ら
せ
ら

　
　
れ
る
ε
共
に
、
後
小
松
天
皇
に
甥
せ
ら
れ
て
は
、
護

　
　
位
の
儀
式
を
以
て
こ
れ
を
授
け
給
は
ん
こ
の
御
提
議

　
　
が
あ
り
、
養
満
は
こ
れ
に
御
岡
意
申
上
げ
た
事
、

　
三
　
將
來
に
於
け
る
皇
位
は
爾
統
の
迭
立
に
確
定
し
た

　
　
事
、

　
四
　
諸
國
の
國
衙
領
は
悉
く
大
畳
蟻
溝
の
御
管
轄
ざ
す

　
　
べ
き
事
、

　
五
諸
國
の
長
講
堂
領
は
全
く
持
明
院
統
の
御
管
轄
こ

　
　
す
べ
き
事
、

右
の
中
第
二
項
が
南
朝
、
第
四
項
・
第
五
項
が
義
満
の
提

議
で
あ
る
こ
ご
は
明
自
で
あ
る
。
只
第
三
項
が
爾
者
の
何

れ
で
あ
っ
だ
か
は
明
記
を
播
く
け
れ
ご
も
、
前
後
の
關
係

か
ら
い
ハ
、
ば
、
こ
れ
も
義
満
の
提
案
を
南
朝
の
御
承
認
遊

ば
さ
れ
た
も
の
ビ
看
倣
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
こ
れ
を
前
に
南
北
爾
朝
側
の
史
料
を
綜
合
し
て
得
た
も

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
南
北
合
鵜
條
件
に
就
き
て

の
こ
比
較
す
る
に
、
先
づ
第
一
項
の
義
蒲
が
和
議
の
提
案

者
で
あ
っ
だ
こ
ご
は
爾
者
の
相
一
致
す
る
こ
こ
ろ
で
あ
る

只
前
者
に
あ
っ
て
は
南
方
紀
傳
が
南
朝
側
の
講
和
の
斡
旋

者
を
吉
田
宗
姐
ご
す
る
は
よ
い
が
、
阿
野
實
爲
の
代
り
に

冷
泉
相
國
入
道
を
霞
だ
し
て
居
る
は
義
満
の
講
文
ご
合
は

ぬ
黙
で
あ
る
Q
又
大
内
義
弘
が
武
家
側
の
斡
旋
者
で
あ
っ

た
こ
ご
は
爾
朝
の
記
録
の
共
に
一
致
す
る
こ
こ
ろ
で
、
後

療
山
天
皇
還
幸
の
日
、
車
駕
を
奉
迎
し
π
も
彼
れ
で
あ
る

に
拘
ら
す
（
有
職
抄
）
彼
れ
自
身
も
紳
器
蹄
座
を
其
偉
勲
ご

申
し
て
居
た
に
拘
ら
す
、
（
慮
永
記
）
義
満
の
野
面
に
は
一

言
も
義
弘
に
及
ん
で
居
ら
澱
が
、
こ
れ
は
其
部
下
で
あ
る

の
こ
、
南
朝
に
鋼
す
る
直
接
交
渉
の
任
に
當
っ
て
居
ら
な

か
っ
た
爲
め
で
あ
ら
う
。

　
次
ぎ
に
第
二
項
の
合
膿
條
件
に
得
て
、
三
種
の
紳
器
の

館
座
は
北
朝
ご
し
て
も
、
武
家
こ
し
て
も
、
最
重
要
の
條

件
で
あ
っ
た
丈
、
最
も
二
心
に
南
朝
に
向
っ
て
提
議
さ
れ

だ
や
う
で
あ
る
が
、
南
朝
は
こ
れ
に
御
同
意
を
與
へ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
五
　
（
七
五
）



　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
極
北
合
難
際
件
に
就
き
て

る
ご
共
に
、
譲
位
の
儀
式
を
以
て
北
朝
の
天
皇
に
御
授
蕾

め
ら
せ
ら
る
べ
し
ご
の
條
件
を
示
さ
れ
た
。
臨
画
蹄
座
の

目
的
を
許
す
る
が
爲
め
に
多
大
の
犠
牲
を
佛
ふ
こ
ご
を
嚇

せ
な
か
っ
た
義
浦
は
一
議
に
及
ば
す
し
て
こ
れ
に
服
從
し

元
の
で
あ
る
Q
南
北
爾
朝
側
の
記
録
が
後
覇
山
天
皇
の
御

入
洛
に
當
っ
て
行
幸
の
儀
式
に
依
ら
る
べ
き
黙
に
重
き
を

置
い
て
居
る
の
は
、
全
然
誤
謬
と
は
言
は
ぬ
が
、
南
朝
の

御
提
議
は
紳
器
の
御
授
受
を
御
譲
位
の
儀
式
を
以
て
行
は

せ
ら
れ
る
に
あ
っ
て
其
結
果
、
御
入
洛
に
當
っ
て
も
行
幸

の
御
儀
式
を
以
て
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
迄
で
あ
る
か
ら
、

聯
か
主
客
を
顛
倒
し
た
嫌
が
な
い
で
も
な
い
。
こ
れ
に
依

っ
て
、
南
朝
の
皇
位
は
正
統
ビ
看
微
さ
れ
、
御
譲
位
の
儀

式
を
以
て
紳
器
の
御
授
受
な
き
以
前
に
於
け
る
北
朝
の
皇

位
は
閏
位
こ
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
南
朝
の
強
硬
に

御
主
張
あ
ら
せ
ら
れ
た
理
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
父
子

の
儀
を
以
て
書
写
の
御
授
受
が
行
は
れ
た
ご
の
説
の
如
き

も
、
こ
れ
か
ら
出
で
、
居
や
う
が
所
謂
御
譲
國
の
儀
式
ば

第
一
號

七
六
　
　
（
七
六
）

必
ず
し
も
然
か
ぐ
荻
義
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
う
ご
思

ま
τ
る
。

セ
身

　
次
ぎ
に
第
三
項
の
雨
…
書
面
立
の
條
件
は
全
く
南
朝
側
ご

看
轍
す
べ
き
南
方
紀
傳
の
記
事
に
一
致
し
て
居
る
。
只
怪

し
む
べ
き
は
北
朝
側
の
記
録
に
毫
も
こ
れ
に
言
及
し
た
も

の
＼
な
い
こ
ご
で
あ
る
Q
但
し
南
方
紀
傳
に
後
亀
山
天
皇

の
皇
太
子
を
後
小
松
天
皇
の
皇
太
子
に
立
て
ら
る
べ
き
こ

ご
を
條
件
の
一
つ
に
載
せ
て
あ
る
が
〔
寛
成
親
王
の
東
宮

に
立
て
ら
れ
給
う
淀
ご
の
記
事
の
誤
謬
は
言
ふ
迄
も
な

い
）
こ
れ
は
義
満
の
請
交
に
見
當
ら
ぬ
Q
持
明
院
統
の
後

小
松
天
皇
の
御
次
ぎ
に
は
大
畳
寺
統
か
ら
皇
位
に
脚
か
せ

給
ふ
の
は
、
爾
統
宰
立
の
當
然
の
蹄
趣
で
あ
っ
た
け
れ
ざ

も
、
若
し
立
太
子
の
事
が
、
條
件
で
な
か
っ
た
ご
す
れ
ば
、

北
朝
側
に
於
て
、
急
い
で
皇
太
子
を
立
て
ら
れ
な
く
こ
も

謹
ん
だ
こ
ご
．
に
な
ら
う
。

　
第
四
項
の
諸
賢
の
銀
緯
領
を
大
漁
雪
嵐
の
御
管
轄
ε
す

べ
き
邑
は
、
薄
墨
の
記
録
に
一
つ
こ
し
て
こ
れ
を
載
せ
て



居
る
も
の
が
な
く
、
義
満
の
此
請
文
に
依
っ
て
始
め
て
明

か
に
さ
れ
た
新
事
實
で
あ
る
。
南
方
紀
傳
に
青
野
十
津
川

の
御
領
も
ご
の
如
し
ご
見
え
る
の
は
、
合
膿
後
の
大
仁
寺

男
の
御
領
に
直
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
お
の
つ
か
ら
別

事
で
あ
っ
て
、
そ
れ
す
ら
何
に
櫨
…
つ
た
か
詳
か
で
な
い
。

（
北
畠
氏
の
所
領
の
安
堵
さ
れ
た
こ
い
ふ
こ
ご
も
亦
同
襟

で
あ
る
）
恩
遇
に
つ
い
て
は
便
宜
次
章
の
考
謹
に
護
ら

う
。　

最
後
に
第
五
項
の
諸
國
の
長
講
堂
鎮
を
全
部
持
明
院
統

の
御
領
こ
す
べ
き
こ
ご
は
、
も
ご
よ
り
前
項
の
大
畳
寺
統

の
御
領
の
代
償
的
意
味
で
は
な
く
、
長
講
堂
領
の
持
明
院

統
に
忘
し
た
の
は
由
來
久
し
い
事
で
あ
っ
π
が
、
北
朝
ご

し
て
は
、
合
膿
の
行
は
れ
る
毎
に
、
御
併
合
も
あ
ら
ん
か

ご
氣
遣
は
れ
た
ら
し
い
か
ら
、
義
満
よ
り
南
朝
の
御
諒
解

を
仰
い
だ
に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ら
う
。
然
る
に
後
醍
醐
天
皇
の

元
弘
の
一
統
に
當
っ
て
も
、
將
た
叉
後
村
上
上
皇
の
正
李

の
一
統
に
當
っ
て
も
，
持
明
院
統
の
皇
位
を
こ
そ
塵
さ
れ

　
　
　
第
七
岱
　
　
研
　
究
　
　
南
北
合
憩
條
件
に
就
毫
て

た
れ
、
長
講
堂
領
以
下
の
御
領
に
至
っ
て
は
、
奮
の
如
く

御
生
頷
あ
る
べ
き
旨
態
々
御
沙
汰
が
あ
っ
た
程
で
あ
る
か

ら
、
此
度
ビ
て
も
、
南
朝
に
於
て
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、

何
等
御
異
存
の
あ
ら
う
筈
は
な
か
っ
た
。
而
か
も
こ
れ
が

條
件
の
一
つ
で
あ
っ
た
ご
い
ふ
こ
ご
も
、
從
來
未
だ
嘗
て

他
の
記
録
に
見
え
な
い
新
玄
海
で
あ
る
。

　
義
満
の
此
請
文
に
擦
っ
て
、
此
く
の
如
く
合
墨
黒
件
の

置
ハ
相
を
知
り
得
た
こ
ビ
は
國
史
上
の
新
襲
見
こ
謂
ふ
べ
き

で
あ
る
Q
掌
中
に
は
從
來
既
に
記
録
に
存
し
て
居
る
も
の

も
な
い
で
は
な
い
が
、
併
し
是
等
の
記
録
は
其
性
質
上
爾

朝
の
何
れ
か
に
偏
す
る
嫌
ひ
が
め
っ
て
、
記
事
の
公
李
を

疑
は
れ
る
も
の
で
あ
う
、
古
記
録
も
南
朝
側
の
も
の
に
あ

っ
て
北
朝
側
の
も
の
に
な
く
、
北
朝
側
に
あ
っ
て
南
朝
側

に
な
い
の
も
あ
っ
て
、
　
一
層
鋼
断
に
苦
し
ま
せ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
此
義
満
の
芸
文
に
照
広
す
ビ
、
墾
方
の
條

件
が
一
紙
に
備
は
つ
て
居
る
。
縦
ひ
慶
福
傳
へ
ら
れ
だ
合

愚
挙
件
が
其
蹄
趣
に
於
て
こ
れ
ご
同
一
で
あ
っ
て
も
、
其

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
七
　
（
七
七
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
南
牝
合
懸
條
件
に
就
き
て

出
盛
黙
を
聞
蓮
へ
て
居
た
こ
ご
な
ざ
が
解
っ
て
、
是
迄
暗

黒
裡
に
量
か
れ
た
腐
心
條
件
が
、
一
朝
に
し
て
一
大
光
明

に
照
ら
さ
れ
た
趣
が
あ
る
。
こ
れ
よ
り
柳
か
是
等
の
條
件

に
溢
し
て
批
鋼
を
試
み
や
う
。

　
是
等
の
條
件
は
之
を
南
朝
側
か
ら
い
へ
ば
、
其
根
本
の

理
想
ビ
さ
れ
つ
、
あ
っ
た
公
家
一
統
の
政
治
に
遠
ざ
か
る

乙
が
除
り
に
大
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
時
勢
は
移
り
墾
っ
て

居
た
っ
南
朝
の
雨
朋
翼
で
あ
っ
た
東
國
鎭
西
の
中
、
前
者
は

北
畠
顯
信
の
麗
去
以
來
宮
方
が
振
は
す
、
南
軍
の
爲
め
寧

ろ
有
利
で
あ
っ
た
京
關
東
（
氏
満
）
爾
公
方
間
の
内
部
も
其

跡
を
絶
ち
、
義
満
は
奥
朋
二
野
を
馬
立
公
方
の
分
字
ビ
し

た
り
し
て
、
氏
満
の
獣
心
を
買
っ
て
居
た
。
後
者
は
叉
今

川
了
俊
の
九
州
探
題
ビ
な
っ
て
以
摩
、
厚
意
経
略
に
任
じ

た
爲
め
、
武
家
の
威
力
は
全
滋
に
濃
り
、
征
西
府
の
如
き
も

此
危
機
に
臨
ん
で
懐
良
親
王
は
麗
御
に
な
り
、
菊
池
民
に

は
内
訂
が
あ
っ
て
宮
方
は
屏
息
し
て
居
た
。
吉
野
は
畠
山

基
國
が
河
内
よ
り
、
大
内
義
弘
が
紀
俘
・
大
和
よ
b
包
團

　
　
　
　
　
　
集
　
一
號
　
　
　
七
入
　
（
西
入
）

攻
簸
串
を
鱗
蕨
け
た
広
め
、
次
第
に
塵
泊
　
を
雷
ぼ
り
、
今
や
殆
ぐ
」

絶
望
的
窮
地
に
陥
っ
て
、
其
の
隅
落
は
時
の
問
題
ご
な
っ

た
の
で
あ
る
。
過
去
に
於
て
も
．
武
家
側
よ
り
和
議
を
提

出
す
る
時
は
師
ち
歴
追
を
加
へ
る
時
で
あ
っ
た
が
、
是
時

位
徹
庇
的
な
慶
迫
ε
て
は
な
か
っ
た
、
そ
れ
丈
南
朝
も
其

和
議
に
つ
い
て
鼠
ハ
劒
に
御
考
慮
を
要
し
た
で
あ
ら
う
。
　
一

度
父
ご
共
に
鶴
順
を
誓
っ
た
義
詮
も
、
正
李
二
＋
二
年
、

（
元
中
九
年
・
よ
り
二
十
五
年
前
）
に
は
最
早
南
朝
の
勅
堂
囚
に

自
身
の
降
墾
を
求
め
る
文
意
が
あ
っ
た
の
を
餐
め
て
和
議

を
中
止
し
た
。
矧
し
て
今
は
將
軍
の
降
伏
の
如
き
、
も
こ

よ
り
問
題
で
な
い
。
故
に
南
朝
は
公
家
の
統
一
も
將
軍
の

降
墾
も
一
切
み
つ
か
ら
放
棄
さ
れ
て
仕
舞
っ
て
、
五
十
除

年
來
奉
飛
さ
れ
た
南
朝
正
統
唯
一
の
表
徴
た
る
紳
器
の
脇

座
授
受
に
さ
へ
藤
岡
意
遊
ば
さ
れ
、
唯
一
の
條
件
ご
し
て

其
授
受
の
譲
位
の
儀
式
に
依
り
て
行
は
る
べ
き
こ
ε
を
提

議
さ
れ
π
に
止
ま
る
ビ
は
何
た
る
悲
惨
事
で
あ
ら
う
。
南

朝
が
斯
る
凋
落
の
時
期
に
際
し
た
こ
ご
を
知
っ
て
居
乍
ら



此
條
件
に
同
意
し
奉
つ
だ
上
に
レ
爾
統
の
迭
立
・
全
國
々

衙
領
の
管
轄
な
る
條
件
を
提
出
し
た
義
満
は
未
だ
し
も
公

明
の
態
度
を
失
は
な
か
っ
た
も
の
こ
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。

南
朝
は
此
．
合
着
の
成
立
し
た
結
果
多
年
の
御
主
張
を
撤
同

さ
れ
て
爾
統
迭
立
の
如
き
武
家
の
主
張
に
屈
從
さ
れ
た
こ

ご
に
は
な
る
が
、
併
し
叉
最
後
の
瞬
間
に
於
て
、
北
朝
や

武
家
を
し
て
、
南
朝
が
皇
統
の
正
統
に
ま
し
ま
す
こ
ご
を

確
認
せ
し
む
る
に
成
功
さ
れ
た
も
の
こ
謂
ひ
得
る
。

幽vs

北
朝
及
び
幕
府
に
條
件
履
行
の
誠
意
が
あ

っ
た
か

　
併
し
乍
ら
北
朝
や
武
家
に
果
し
て
此
條
件
を
追
認
に
履

行
す
る
丈
の
誠
意
が
あ
っ
た
か
ざ
う
か
は
お
の
つ
か
ら
別

問
題
こ
し
て
取
扱
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
績
紳
皇
正
統
記
は
義

満
が
紳
艶
拭
座
の
目
的
を
達
す
る
権
謀
ご
見
て
居
る
が
、

彼
れ
の
心
事
に
立
入
っ
て
こ
れ
を
肯
定
す
ノ
王
も
、
否
定

す
る
こ
ε
も
、
共
に
容
易
の
業
で
は
な
い
。
併
し
乍
ら
是

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
粥
北
合
僻
條
件
に
蕊
き
て

等
の
五
條
件
を
冷
静
に
當
時
の
事
情
よ
り
考
へ
る
ご
、
確

か
に
難
關
が
あ
っ
た
。
第
一
に
譲
位
の
儀
式
に
依
っ
て
帥

雛
の
授
受
を
行
ふ
が
如
き
、
寧
ろ
順
境
に
あ
っ
だ
北
朝
の

君
臣
の
誇
を
傷
く
る
こ
ご
大
な
る
も
の
で
め
る
。
而
か
も

そ
れ
は
一
時
的
の
事
に
止
っ
て
居
る
が
、
爾
…
統
の
迭
立
の

如
き
、
あ
る
か
な
き
か
の
南
朝
を
封
等
ご
見
て
の
永
久
に

亙
っ
た
屈
辱
は
、
北
朝
の
溜
臣
に
取
っ
て
蝕
り
に
過
大
な

る
犠
…
牲
ご
思
は
れ
た
で
あ
ら
う
。
次
ぎ
に
長
講
堂
領
は
本

來
持
明
院
統
ご
不
可
分
の
關
係
に
め
っ
た
御
鎮
で
あ
る
け

れ
ざ
も
、
諸
一
々
衙
の
図
入
た
る
國
衙
領
は
嘗
て
大
畳
寺

統
の
御
領
で
あ
っ
た
鐸
で
は
な
く
、
寧
ろ
持
明
院
統
に
は

播
磨
の
冷
機
領
を
始
め
こ
し
て
、
上
野
の
生
際
領
（
中
院

一
品
記
暦
癒
元
年
七
月
二
＋
日
條
）
等
を
御
領
ビ
せ
ら
れ

て
居
っ
て
、
建
武
四
年
（
南
朝
延
元
二
年
）
の
如
き
は
奪
氏

が
諸
軍
の
守
護
等
の
戦
飢
に
乗
じ
て
こ
れ
を
押
領
し
た
も

の
を
、
北
朝
の
御
管
轄
に
復
さ
せ
た
事
實
が
あ
る
。
尤
も

南
朝
の
勢
力
範
團
内
に
あ
っ
た
諸
國
の
國
衙
顕
は
南
朝
の

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
九
　
（
七
九
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
構
北
合
雛
條
件
に
就
き
て

御
領
ご
な
っ
て
居
た
も
の
、
、
そ
れ
は
数
へ
る
程
し
か
な

く
、
決
し
て
全
國
に
亙
つ
元
も
の
で
な
か
っ
た
か
ら
、
此

新
ら
し
い
御
領
進
獄
の
條
件
も
、
實
行
の
程
は
頗
る
畳
束

な
く
思
は
れ
る
。
殊
に
そ
れ
を
正
野
七
年
義
詮
が
窮
地
に

隔
っ
た
場
合
、
一
時
逃
れ
に
申
出
で
た
こ
い
ふ
國
衙
の
郷

里
云
々
に
聯
想
す
る
ビ
、
　
一
名
義
満
…
の
誠
意
に
つ
い
て
心

護
を
害
ふ
一
志
が
な
い
で
も
な
い
。
（
並
幅
記
）

　
然
る
に
是
等
の
條
件
を
義
満
が
提
議
す
る
に
當
っ
て
、

事
前
に
北
朝
の
勅
裁
を
得
て
居
た
か
も
疑
問
で
あ
る
。
從

來
の
例
か
ら
考
へ
て
も
、
武
家
が
南
朝
ご
和
議
を
試
み
つ

、
あ
る
聞
に
、
北
朝
ヒ
奏
聞
し
た
形
跡
は
な
く
、
北
朝
の

君
臣
は
こ
れ
を
聞
か
れ
て
不
安
の
念
に
襲
は
れ
つ
、
居
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
是
時
こ
て
も
摯
実
満
の
専
断
で

行
は
れ
拠
ε
見
た
方
が
事
實
で
あ
ら
う
Q
北
朝
側
の
記
録

、
に
具
膿
的
な
條
件
を
見
ぬ
は
強
ち
故
意
に
書
か
な
か
っ
た

繹
で
も
な
か
ら
う
。
結
局
は
合
膿
成
立
後
の
事
實
に
徴
し

て
見
る
の
外
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
入
○
　
（
八
0
）

　
第
二
の
條
件
に
つ
い
て
は
、
南
朝
は
帥
器
の
蹄
座
を
履

行
さ
れ
、
北
朝
も
武
家
も
行
幸
の
儀
式
を
以
て
後
夕
山
天

皇
の
還
幸
を
迎
へ
奉
っ
た
の
で
あ
る
が
、
南
朝
が
唯
一
の

條
件
こ
せ
ら
れ
た
護
位
の
儀
式
を
以
て
す
る
帥
器
の
授
受

に
つ
い
て
は
少
か
ら
ず
遺
憾
の
黙
が
あ
っ
だ
。
帥
ち
北
朝

に
於
て
は
前
章
に
て
も
既
に
設
い
た
如
く
、
元
暦
の
例
に

依
ら
れ
て
居
る
が
、
此
先
例
た
る
や
決
し
て
護
位
の
際
の

授
受
に
當
詰
ま
る
べ
き
も
の
で
な
い
。
殊
に
そ
れ
が
巌
重

な
る
儀
式
の
下
に
行
は
れ
た
こ
は
云
も
の
、
、
武
家
年
代

記
裏
書
に
点
れ
ば
、
中
義
の
節
會
た
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た

こ
れ
が
北
朝
の
御
取
扱
で
あ
る
な
ら
ま
だ
し
も
、
綾
小
路

宰
相
入
註
記
明
徳
三
年
閏
十
月
五
日
條
に
は
搬
器
の
大
畳

寺
よ
り
土
御
門
内
裏
に
渡
御
の
夜
内
侍
所
御
榊
樂
の
行
は

れ
だ
こ
ご
を
叙
し
て
つ
葺
女
事
例
可
詳
串
沙
汰
一
之
由
室
町

殿
被
引
幕
仰
一
云
々
し
ご
あ
る
で
は
な
い
か
、
言
ふ
迄
も
な
く

室
町
殿
は
義
満
で
あ
る
。
元
暦
二
年
に
文
治
元
年
ビ
改
元

さ
れ
た
か
ら
、
所
謂
文
治
の
例
ご
は
部
ち
元
暦
の
例
ご
い



ふ
に
同
じ
で
あ
る
。
果
し
て
事
實
こ
し
だ
な
ら
ば
義
満
た

る
も
の
到
底
黙
約
の
責
を
彩
れ
る
こ
ご
が
出
藍
ま
い
Q
彼

れ
が
後
輩
山
天
皇
還
幸
後
直
ち
に
拝
謁
を
も
願
は
な
い
で

璽
々
年
の
明
徳
五
年
（
磨
永
元
年
）
二
月
に
至
っ
て
漸
く
天

龍
寺
に
ま
し
ノ
＼
陀
天
皇
に
謁
見
し
た
こ
ご
に
も
、
又
當

日
は
壁
上
に
も
上
皇
の
御
幸
始
の
儀
式
に
依
っ
て
居
た
こ

ε
に
も
、
彼
れ
の
誠
意
が
疑
は
れ
る
（
康
暦
）
而
か
も
此
拝

謁
に
依
っ
て
意
志
の
疏
通
が
出
來
た
ら
し
く
、
直
に
北
朝

を
促
し
て
太
上
天
皇
の
奪
號
を
天
皇
に
上
つ
る
に
至
っ
た

譲
位
の
儀
式
に
依
っ
て
新
樹
を
譲
ら
れ
た
天
皇
に
は
當
然

此
奪
號
を
上
つ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
寧
ろ
時
期
黒
き
に
過

ぎ
る
程
で
あ
る
○
然
る
に
北
朝
に
於
て
は
帥
位
も
な
く
、

且
つ
御
近
…
親
に
も
あ
ら
ざ
る
天
白
三
に
向
っ
て
豊
田
號
を
断
つ

る
こ
ご
に
は
可
な
り
に
強
硬
な
異
論
の
あ
っ
π
結
果
天
皇

の
「
化
被
昌
南
國
一
」
事
を
認
め
た
丈
で
、
其
御
入
洛
に
依
て

和
輯
の
世
を
樂
む
に
至
っ
た
御
功
勢
に
酬
い
る
爲
め
、
奪

號
を
上
つ
る
に
決
し
、
「
雛
レ
無
二
準
的
之
態
壁
心
特
垂
二
灘
敬

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
爾
北
嶺
鰹
條
件
に
就
き
て

之
新
制
」
云
々
ご
詔
書
に
記
さ
れ
て
居
る
。
然
る
に
是
時

に
も
諾
諾
は
正
安
ε
建
武
ビ
何
れ
の
先
例
に
從
ふ
べ
き
や

に
つ
い
て
意
見
を
質
・
さ
れ
た
に
醤
し
て
、
正
安
の
例
は
後

志
條
院
か
ら
後
伏
見
院
に
授
け
ら
れ
だ
の
で
あ
っ
て
好
ま

し
か
ら
訟
故
、
建
武
の
例
に
准
書
す
る
が
宜
し
い
ε
言
っ

て
居
る
。
へ
荒
暦
）
所
謂
建
武
の
例
ご
は
武
家
に
依
っ
て
廃
…

さ
れ
給
う
た
後
醍
醐
天
皇
が
叡
山
よ
り
還
幸
後
光
明
天
皇

に
依
っ
て
太
上
天
皇
の
奪
號
を
上
ら
れ
給
う
た
先
例
で
あ

る
。
こ
、
に
も
彼
れ
の
誠
意
が
立
涙
に
裏
切
ら
れ
て
居
る
。

而
か
も
こ
れ
す
ら
北
朝
側
か
ら
見
る
ご
不
満
で
あ
っ
だ

ビ
見
ね
て
、
荒
暦
（
明
徳
五
年
二
月
二
十
三
日
條
）
に
こ

れ
を
評
し
て
、
「
抑
此
曾
號
希
代
珍
事
也
、
後
醍
醐
天
皇
皇

胤
猫
不
レ
可
レ
絶
鰍
、
是
等
循
環
之
理
、
冥
慮
昭
盛
之
至
、
非
二

葉
之
所
v
測
耳
」
ご
い
っ
て
居
る
を
始
め
皇
年
代
略
記
に
も

「
南
方
前
主
於
喜
田
朝
一
諸
王
鰍
、
有
昌
太
上
天
皇
詔
」
ご
書
か

れ
て
居
る
。

　
第
三
の
條
件
π
る
皇
統
の
迭
立
に
つ
い
て
は
、
義
満
の

　
　
　
　
　
　
　
第
一
瀧
　
　
入
　
　
（
入
一
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
南
北
合
鵜
條
件
に
就
き
て

存
生
中
に
於
て
大
証
寺
統
の
皇
太
子
を
立
て
π
Σ
は
な
い

が
、
同
時
に
持
明
院
統
の
皇
太
子
を
も
立
て
＼
居
な
い
か

ら
、
此
黙
に
於
て
は
彼
れ
が
誠
意
の
有
無
を
ト
す
べ
き
材

料
が
な
い
。
第
四
の
諸
國
々
衙
領
を
大
男
寺
統
の
御
領
ε

す
る
乙
に
つ
い
て
も
亦
同
様
で
あ
る
。
只
こ
れ
に
つ
い
て

正
長
元
年
に
、
こ
れ
も
合
膿
條
件
に
違
反
し
て
、
後
花
園

天
皇
が
御
践
詐
あ
ら
せ
ら
れ
、
小
倉
宮
が
御
不
満
の
摩
り

に
筆
勢
に
御
出
奔
に
な
っ
た
時
、
將
軍
義
敷
は
其
御
露
還

を
取
計
ひ
、
諸
大
名
に
命
じ
て
、
御
料
を
上
つ
ら
せ
た
が

諸
大
名
は
こ
れ
に
癒
じ
て
小
倉
宮
の
供
御
を
國
役
こ
し
て

進
む
る
こ
ビ
、
な
っ
た
事
事
を
思
ひ
合
す
べ
き
で
あ
る
。

實
最
後
維
山
上
皇
に
は
膨
満
の
在
世
中
表
立
っ
て
何
等
の

御
不
李
が
あ
ら
せ
ら
れ
た
や
う
に
見
え
澱
の
み
か
、
義
満

も
時
々
仙
洞
に
墾
っ
て
打
解
け
て
の
謁
見
を
逡
げ
て
居
り

或
時
の
如
き
は
自
身
御
酌
を
申
上
げ
た
こ
ご
を
無
上
の
光

榮
で
あ
る
ビ
て
、
御
璽
や
御
領
を
も
進
暑
し
た
事
實
が
あ

る
。
義
満
の
猶
子
で
あ
っ
て
、
武
家
の
事
情
に
通
じ
た
三

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
八
二
　
（
八
二
）

寳
院
浦
濟
が
、
業
叢
記
（
永
享
五
年
七
月
四
日
條
）
に
「
故

法
皇
自
　
山
申
一
（
吉
野
を
指
す
）
御
出
以
後
、
三
種
淋
器
等

被
瓢
返
入
墨
一
畢
，
其
御
講
葉
脈
レ
他
也
，
濫
費
二
鹿
苑
院
殿
㎜
（
義

満
）
溺
弼
叉
無
＝
御
等
閑
儀
一
被
島
技
持
串
一
町
、
而
故
法
皇
勝

定
々
殿
御
代
（
心
持
）
不
慮
御
進
退
在
之
、
再
呈
皇
居
山

中
一
」
ご
書
い
て
居
る
の
は
、
義
満
の
態
度
を
見
る
に
足
り

や
う
Q

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
政
治
家
の
素
質
に
富
ん
だ
義
満
こ

し
て
は
、
此
公
武
合
膿
の
條
件
に
つ
い
て
も
、
掛
る
瓢
迄

灌
謀
を
用
み
た
こ
ご
は
免
れ
な
か
っ
た
が
、
後
亀
山
天
皇

の
供
御
を
潤
澤
に
し
奉
っ
た
こ
ご
は
事
實
で
あ
っ
て
、
後

小
松
天
皇
の
皇
儲
を
立
て
な
か
っ
た
こ
ご
も
、
亦
善
意
に

解
す
れ
ば
、
條
件
の
顧
慮
ご
思
は
れ
鍛
で
も
な
か
ら
う
。

　
近
直
家
文
書
に
は
別
に
慮
永
四
年
に
、
義
満
の
溢
義
が

上
皇
の
逸
文
兵
事
の
御
山
退
に
翻
し
て
上
っ
た
請
文
（
第

二
號
）
及
び
書
状
（
第
三
號
）
が
あ
る
。
こ
れ
上
皇
が
出
家

遊
ば
さ
れ
る
爲
め
で
あ
っ
た
ら
う
G
上
皇
が
法
皇
の
初
見



は
管
見
で
は
吉
寺
家
日
次
記
の
慮
永
九
年
二
月
十
一
画
讃

か
と
思
は
れ
る
が
、
其
是
正
で
あ
っ
た
こ
と
は
本
文
書
に

擦
っ
て
始
め
て
知
り
得
ら
れ
る
野
営
で
あ
る
。
思
ふ
に
上

皇
に
は
何
等
の
御
不
燃
も
あ
ら
せ
ら
れ
ざ
る
圓
瀬
御
出
家

で
あ
っ
π
に
相
蓮
な
い
。
義
満
の
請
文
も
簡
軍
乍
ら
臆
意

頗
る
盤
慰
を
極
め
て
居
る
。

　
然
る
に
義
持
に
な
っ
て
か
ら
は
、
他
の
政
策
ご
同
じ
く

法
皇
に
饗
し
奉
る
態
度
も
打
て
鍵
っ
て
冷
淡
こ
な
つ
π
。

彼
れ
は
充
分
に
供
御
の
料
を
も
上
つ
ら
な
か
っ
た
こ
見
え

て
、
下
魚
十
七
年
の
三
月
に
は
法
皇
親
し
く
義
持
を
共
第

に
訪
は
せ
ら
れ
た
が
、
十
　
月
に
至
っ
て
、
吉
野
に
御
潜

圭
・
に
相
成
っ
た
。
看
聞
日
一
記
ハ
雁
幽
・
永
二
十
一
ご
年
九
月
十
山
ハ

　
　
　
　
南
朝
法
皇

日
條
）
に
「
此
五
六
年
被
レ
號
御
窮
困
一
吉
野
へ
御
出
奔
」
ご

記
さ
れ
た
の
を
、
前
に
引
い
た
満
濟
准
后
日
記
の
丈
に
塗

照
す
る
ビ
、
法
皇
は
親
し
く
御
蓼
念
を
義
持
に
洩
ら
さ
れ

た
け
れ
ご
も
、
義
持
が
冷
然
と
し
て
其
態
度
を
改
め
な
か

た
爲
め
に
、
除
事
な
く
南
山
に
落
ち
さ
せ
給
う
π
も
の
ご

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
粥
北
下
禮
條
件
に
就
毫
て

窺
は
れ
る
◎
其
後
慮
永
十
九
年
後
小
松
天
皇
は
皇
子
屋
職

親
王
に
御
譲
位
あ
ら
せ
ら
れ
だ
。
此
合
禮
事
件
の
躁
踊
に

つ
い
て
も
、
義
持
は
專
ら
斡
旋
し
て
居
り
、
間
も
な
く
彼
れ

は
後
小
松
上
皇
の
院
執
事
に
補
さ
れ
た
。
彼
れ
の
眼
中
合

膿
條
件
杯
な
か
つ
だ
の
で
あ
る
。
心
な
ら
ず
も
幾
分
有
利

な
る
條
件
に
慰
め
ら
れ
つ
、
あ
っ
π
奮
南
…
朝
の
遺
臣
は
武

家
の
傍
若
無
人
な
る
熊
度
を
顧
て
如
何
に
失
望
し
奮
慨
し

π
で
あ
ら
う
。
其
奮
然
ビ
し
て
反
抗
を
繰
返
す
に
至
っ
た

の
も
當
然
で
あ
る
。
而
か
も
大
勢
は
既
に
去
っ
て
奈
何
と

も
な
し
難
く
、
其
執
拗
な
る
盲
動
は
足
利
野
上
を
し
て
彼

等
に
樹
す
る
極
度
の
惜
悪
を
戚
せ
し
め
、
其
極
、
誌
面
を
し

て
南
朝
皇
子
の
絶
滅
を
圖
る
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ
る
Q

七
　
結

議π口

　
南
北
の
合
縁
蟻
溝
の
全
部
に
つ
い
て
、
義
満
に
履
行
の

誠
意
が
あ
っ
た
こ
は
、
あ
の
場
合
後
亀
山
天
皇
に
も
思
召

さ
れ
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
。
御
還
幸
後
北
朝
や
義
満
の

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
．
號
　
　
　
入
三
　
（
入
園
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
極
北
合
腔
條
件
に
就
き
て

條
件
の
不
履
行
に
つ
い
て
も
、
恐
ら
く
深
き
御
失
望
に
隔

り
給
ふ
こ
ご
も
な
く
、
僅
に
其
尊
號
や
供
御
の
進
…
獄
に
依

っ
て
慰
め
給
う
π
で
あ
ら
う
。
慮
永
九
年
三
月
二
十
日
吉

田
兼
敦
を
腿
尺
に
召
さ
れ
て
臓
本
紀
の
大
意
を
御
尋
あ
ら

せ
ら
れ
た
後
、
合
騰
當
時
の
御
追
懐
に
耽
り
給
う
て
御
打

解
け
さ
せ
ら
れ
て
の
御
述
懐
が
あ
っ
た
が
、
蕪
敦
は
筆
を

執
っ
て
其
日
次
記
に
次
の
如
く
書
い
て
居
る
。

　
元
弘
建
武
以
摩
世
上
之
韓
憂
、
先
皇
遺
詔
、
明
徳
御
合

　
薩
御
入
洛
之
次
第
以
下
、
構
築
レ
仰
昌
下
之
ハ
不
レ
邊
手
羅

　
縷
料
所
詮
於
　
垂
蓮
之
泰
否
一
世
、
偏
任
　
天
溢
瀞
慮
ハ
專

　
除
雪
民
間
之
憂
乏
條
、
爲
二
御
本
意
一
之
趣
被
〆
仰
二
下
之
ハ

天
皇
は
先
皇
の
遺
言
に
乖
る
ε
知
食
さ
れ
乍
ら
、
樹
ほ
合

膣
を
漸
行
あ
ら
せ
ら
れ
た
に
つ
い
て
は
、
將
來
に
於
け
る

聖
運
の
安
否
を
出
遣
は
せ
ら
れ
な
い
で
も
な
か
っ
た
。
併

し
六
十
年
に
も
近
い
箏
観
が
如
何
に
人
民
を
苦
し
め
つ
＼

あ
る
か
ご
思
召
し
て
は
御
自
身
の
御
聖
書
を
の
み
顧
み
さ

せ
給
ふ
謬
に
行
か
な
か
つ
π
Q
さ
て
こ
そ
そ
れ
ら
の
こ
ご

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
入
四
　
（
八
四
）

は
す
べ
て
天
滋
紳
慮
に
任
せ
て
最
後
の
御
裁
断
を
下
さ
れ

π
の
で
あ
る
。
斯
る
仰
を
承
っ
て
威
涙
に
咽
ん
だ
兼
敦
が

更
に
筆
を
臨
け
て
、
「
叡
慮
之
奥
旨
、
直
売
二
鋤
言
開
面
目
之

至
也
」
ご
申
し
て
居
る
の
は
さ
も
あ
る
べ
き
こ
ε
で
あ
る

　
近
衛
家
文
書
の
登
見
は
、
南
朝
の
最
後
迄
忍
言
統
的
御

理
想
御
士
＋
義
を
以
て
絡
飴
川
さ
れ
た
こ
ご
を
冷
々
雄
辮
一
に
物

語
っ
て
居
る
。
「
三
種
一
脚
器
財
レ
有
轍
蹄
座
一
之
上
者
、
可
レ
爲
｝
｝
御

護
國
之
儀
式
し
ご
は
何
ん
だ
る
崇
高
の
響
で
あ
ら
う
。
南

朝
が
其
微
力
を
以
て
武
家
不
断
の
塵
迫
に
堪
へ
ら
れ
乍
ら

爾
ほ
五
十
七
年
の
蓮
華
を
維
持
致
さ
れ
た
の
も
、
其
式
微

の
極
に
肥
せ
ら
れ
乍
ら
、
樹
ほ
傲
岸
な
る
義
満
に
膝
を
屈

し
て
和
を
請
は
し
め
ら
れ
た
の
も
、
其
由
來
す
る
ご
こ
ろ

が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
諸
國
々
衙
領
の
…
進
言
の
如
き
は
、

畢
覧
義
満
が
還
幸
後
の
供
御
に
つ
い
て
の
御
貰
念
を
休
め

奉
ら
ん
ご
す
る
用
意
に
出
で
π
も
の
で
あ
っ
て
、
南
朝
御

提
出
の
條
伜
で
な
か
っ
た
こ
ε
は
明
自
で
あ
る
。
私
は
今

此
研
究
を
挙
る
に
當
っ
て
、
南
朝
の
此
御
態
度
に
満
腔
の



敬
意
を
表
す
る
ご
共
に
、
此
…
機
會
を
以
て
圏
彼
〃
経
唯
事
悟
…
　
唯
物
史
観
を
盲
目
的
に
我
國
吏
の
諸
相
に
適
用
し
解
群
せ

が
｝
切
の
歴
史
事
實
の
無
調
で
あ
る
ご
す
る
マ
ー
ク
ス
の
　
　
ん
ご
試
み
る
多
く
の
史
聖
者
に
反
省
を
促
し
た
い
。

世
界
史
　
の
　
使
命

（
下
）

13

N
ト
ル

ル
ー
ド
井
ヒ
・
リ
ー
ス
原
著

文
學
博
士
　
坂

口

昂

共
課

第
十
一
節

先
史
時
代
に
於
け
る
遠
隔
の
海
岸
ビ

の
海
上
交
通
の
登
達

　
地
球
上
の
個
々
の
國
土
に
於
て
、
口
元
生
活
の
器
具
に

金
薦
が
遍
ね
く
使
用
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
て
來
た
Q
さ
う

す
る
ビ
早
く
も
、
國
際
的
華
商
及
び
遠
方
の
國
々
へ
の
定

期
航
海
を
惹
き
超
す
動
機
も
亦
た
成
立
し
π
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
世
界
史
の
使
命
（
下
）

文
學
士
　
安
　
藤

俊
　
雄

今
闘
現
に
爾
ほ
原
始
民
族
に
あ
っ
て
は
、
斧
、
銭
、
鋏
、

火
箸
及
び
針
が
武
器
ε
相
並
ん
で
熟
望
さ
れ
る
交
易
品

で
あ
る
。
そ
れ
ご
同
じ
ゃ
う
に
古
代
に
於
て
も
亦
た
然
う

で
あ
っ
た
Q
併
し
そ
れ
は
玉
璽
民
族
に
あ
っ
て
も
だ
。
彼

等
の
極
め
て
早
い
時
期
に
於
て
は
、
自
分
自
ら
の
領
域
で

は
錫
及
び
銅
の
入
用
を
充
た
す
こ
ε
旦
夕
な
か
つ
元
か
ら

他
の
諸
．
國
ご
の
交
通
が
、
一
し
ほ
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
第
　
｝
號
　
　
　
八
五
　
（
八
五
）


